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きたむらまさみ

北村昌美
山形大学名誉教授
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蕊
1926年兵庫県生まれ。京都大学農学部卒

業。農学博士。高知大学助手，山形大学助教
授を経て同教授｡山形大学農学部長,隙イツ・
フライブルク大学客員教授を歴任｡現在山形

大学名誉教授。中央森林審議会会長。専攻

は，比職森林文化論。著書に『森林と日本人
一森の心に迫る』(小学館),『ブナの森と生き
る』(PHP新書）などがある。
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研究対象としての樹木は，これまでほとんど自然科学という範囲内でのみ取り

扱われてきました。しかし，ある樹木の価値や効用を決めるのは，実は人間にほ

かなりません。そのために，人間は技術の粋を集めて優れた樹木を育て上げよう

とし，そこに林業という生産業が生まれたのでした。

しかし，しょせんは人間の判断ですから，その気まぐれさが思いがけい結果を

生んだりもします。ブナの人気もまた人間の気まぐれが生んだ結果の1つといえ

るでしょう。ここ半世紀の間，ブナの人気ほど激しく揺れ動いたものはほかにあ

りません。あるいはブナ自身も，そのことに驚いたと思ったかもしれないのです。

そこで，ブナの人気になぜこれほど浮き沈みがあったのか，人気の変動が沈静

した後に人間は何を考えるべきか，こういった問題を中心に話を進めてみたいと

思います。
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●移り変わるブナ林の人気
ブナ林の美しさに心打たれ，

という気持ちが生まれるのは，

し，その人気や評価の内容は，

自然の神秘さに触れて，これを大切にしなければ

ごく当たり前の成り行きのように思います。しか

人によってかなり違うように思えてなりません。

②－林業技術No.6851999.4
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なかには単に流行を追うような気持ちで，ブナという名に魅せられただけの人も

いるでしょう。人気という言葉をここであえて用いたのはそのためにほかなりま

せん。人気という名には少し浮ついた語感があって，しかも文字どおり人間によ

って決まるものだといえます。

それでは，ブナの魅力のどの点にひかれて人気が上昇したのでしょうか。こう

いうことを考えるのは一見むだなように見えますが，今後のブナとの交流を考え

るのに必ず役立つに違いありません。異常ともいえる事態が生じた場合には，ま

ずその理由を探り，そのうえで正常な状態を求めるのが，あらゆる問題にとって

の常道のはずですから。

わが国でもてはやされるようになる以前のブナは，山村の住民を除くと，人々

に強く意識されていたという形跡がありません。川口孫治郎の『自然暦』などに

も，ブナ林内の低木類はおびただしく記載されているのに，ブナそのものは不思

議なことに一度も出てきません。おそらくブナは日常生活の中で，低木類や亜高

木類とは違った側面で，人間と接触していたのでしょう。

『自然暦』の世界どころか，つい十数年前のわれわれの調査でも，「知っている

木を5種類書け」といわれて，その中にブナを挙げた人などほとんどいませんで

した。まして｢好きな木は」と問われて，ブナと答え

る人など皆無に近かったのです。つまり，人気が出る

かどうかなどという段階にもまだ達していなかった

のでした。

それがにわかに脚光を浴びるようになった主要な

契機は,森林の伐採がしだいに奥地に及んで,それま

でほとんど秘境扱いだったブナ帯が，人のHに触れ

るようになったことです。しかし人'二|に触れるだけ

で人気が出るものではありません。

その人気を科学的に支えたのは，1970年ごろから

急速に盛り上がりを見せた森林生態系の保謹という

思想なのです。しかもブナ林は,守るべき対象として

申し分のない風格と魅力を備えておりました。耐陰

性に恵まれているおかげで，ほとんど.蝋純林に近い

ブナの森が全国に分布していて，訪れる人をとりこ

にしてしまったのです。そこで，それほどまでに人々

を魅了してしまったブナ林の魅力について，次に考

えてみることにしたいと思います。
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●ブナ林の魅力はどこに
これまであまりブナ林に接する機会が少なく，し

かも林業とは少し離れた位置からブナ林を眺める立

場の人の視線を，ここではかなり念頭に置いていま

す。近ごろのブナ人気の急上昇を支えている人々の I早春のブナ林一山形県・月山

(撮影・平智氏）

林業技術No.6851999.4-④
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多くが，こういう立場の人と考えられるからです。

（1）林相の美しさ

ブナ林の林相の美しさを求めて，世界の自然遺産に登録された白神山地を訪ね

てみたとしても，おそらく少々当てが外れるのではないでしょうか。原生状態の

ブナ林には，単に美しいと表現できるような魅力ではなく，もっと違った神秘感

とでもいうべきものが漂っているにすぎないのです。ただ白神山地などの場合は，

生態系が保存されているという特別の意味があることも魅力の1つに加えなけれ

ばなりません。

ブナ林を訪れて林相の美しさに打たれるのは，たいてい二次林なのです。通直

に近い樹幹が文字どおり林立して，その整然とした見事さに人々はうっとりとし

ます。この整然とした状態を好むという日本人の意識は，見慣れた針葉樹の人工

林によって培われたものかもしれません。さきにも少し触れたわれわれの調査に

よると，通直な林木が整然と並んだ人工林，あるいはそれに近い林相を，圧倒的

に日本人は好みます。

整然とした林相のブナ二次林に接した人々の多くは，これぞブナ原生林の美，

と思い込むらしいのです。確かにその美しさは，あらゆる森林の中で最高のもの

といえるかもしれません。しかし皮肉なことに，本来感動を誘うはず（多くの人

はそう思い込んでいる）の原生状態のブナ林が，単に荒れた林相と見えてしまう

おそれもあるのです。また，ほかの樹種のように老大木が賞賛の的になるような

ことは，ブナの場合ほとんどありません｡ブナは樹齢が300年を超えることがほと

んどないし，あってもその場合はむしろ奇怪な姿をしていることが多いからです。

（2）情感の豊かさ

ブナ林の人気を高めた主要な原因は，林内に漂う一種の霊気と，それによって

醸し出される安らぎの気持ちかもしれません。おそらくこういう情感を強く持っ

ているのは，ブナ林に接してまだ日の浅い人のほうではないでしょうか。それに

俗にいう神話や伝説，すなわち誇張や誤報が加わって，信仰に近い気持ちでブナ

に傾倒するようになった人が多いように思われます。

実際，こういうもともと素朴な心情をあおりたてるような記述は，今でも各所

で見ることができます。例えばブナの素I1肯らしさを強調するあまり，樹齢数百年

のブナが生立するといった，あり得ない林相の描写もありました。また，ブナ林

をまるで神域か聖域のように扱ったり，ことさら｢荒れ果てた｣とか，「滅びゆく」

などと強調した記述も珍しくありません。人間の情感に訴えるときには，おそら

くそういう表現も許されるでしょう。しかし，ブナ林の将来を考えようとするな

ら，まず冷静に実態を直視してみなければなりません。

日本の修験道をはぐくんだ森林の1つが，ブナ林だったことはよく知られてい

ます。修験者は，林内の霊気を吸収して，一種の「内なる自然」を自己の中に形

成するのだといいます。それがいわゆる法力となって外に現れるのだともいいま

す。もちろん，すべての人にこういった法力が備わることは期待できません。ま

た，そういうことを望む必要も普通はないでしょう。普通の人には，もっと違っ

た形でのブナ林との接触が，当然考えられるべきだと思います。

④－林業技術No.6851999.4
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（3）ブナ林との日常的な交流

フランスのナンシーにある中央森林研究

所は，一面のブナ林の中を少し切り開いて

建てられています。何かの理由でブナ林の

上層の林冠に孔が開いたとき，その孔はど

うやってふさがれていくかを調べた人が，

その研究所にいます。その調べ方がふるっ

ています｡連日真下から林孔を眺め，その挙

動を観察し続けたのでした。

林孔の周囲の林木の枝が下りてきて，で

きるだけ早くそれをふさいでしまおうとす

る，というのがその結果だったと聞いてい

ます。しかし，ここではその結果を問題にし

ようというのではありません。いかにもブ

ナ林にふさわしいとでも言えそうな，そのナ林にふさわし い と で も 言 え そ う な，その（撮影・平智氏）

観察方法を取り上げてみたいのです。もちろん，実際にはカメラが人間の目の代

わりを務めたのでしょう。しかし，そこにはブナと人間の間に通い合う息づかい

が感じられます。多分，観察を続けている間，ブナと人間はほぼ完全に時間を共

有していたに違いありません。

かつての日本人とブナとの関係も，これに近かったのではないでしょうか。自

然との間に強い一体感を抱いていた日本人にとって，ブナは特に意識される対象

ではなく，互いに同じ空間を共有し，同じ呼吸をするという間柄だったに違いあ

りません。したがって，取りたてて大きな興奮を呼ぶようなできごともなく，い

わば淡々として共通の時間が過ぎていったことでしょう。そうするうちに人々は，

ブナ林をいろいろな意味で活用し，同時に深い安らぎも得ていたに違いありませ

ん。こういう過ごし方こそが，自然とのつきあいの本来の姿ではないでしょうか。

●ブナ林と生きる
林業にとって最も大切なブナ林の生態的特徴や更新技術，そして保育の方法な

どには，ここではあえて触れませんでした。それどころか，ブナ林の美しさを際

立たせる四季の変化なども外しました。本来なら早春のブナ林のあの夢のような

美しさを，真っ先に取り上げていたところです。

しかしここでは，ブナに対する人気を左右したのはいったい何だったのか，と

いう問題に迫るのが急務なのです。そのために，ブナ林とのつきあいの本来の姿

ともいうべきかつての日本人の生き方と，最近特に強調されているブナ林の観念

的な魅力とを対照してみたのです。もちろん両者は画然と区別できるわけではあ

りません。ところが，仮に林相の美しさを例に取ってみても，ブナ林とともに生

活している人の目と，一介の訪問者の目は異なるでしょう。ブナ林に対する情感

の内容に至ってはなおさらのことです。

やがてブナ林に対する虚構ともいうべき人気が低落してしまえば，その後に何

林業技術No.6851999.4-⑨
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が残るでしょうか。不謹慎なたとえですが，虚名に支えられて人気を博していた

老優の末路を思わせるのです。もちろんブナの場合は虚名などではありませんが，

残念ながら人々はほとんどその真の価値を知りません。

かつてある高名な学者が，冬のブナ林はまるで死に絶えた森のようで恐ろしい，

と言うのを聞いたことがあります。これにはがっかりしましたが，思えば林業に

対してある程度理解がある人だからこその発言であって，多分多くの人にとって

は，冬のブナ林など関心の対象にもならぬでしょう。

しかしそういう状態を，いたずらに嘆く必要はありません。むしろ虚名を捨て

て，本来のブナ林との交流が復活する日を待ち望むべきでしょう。ただし，これ

は単に林業だけを推進させようという意図ではありません。ブナ林との交流によ

って生まれるさまざまの事態，すなわち林業も自然保護も，場合によっては観光

事業も含まれるでしょう。要するに観念的なブナ林への愛着と訣別して，ブナ林

の生態的な特質を見極めながら人間との交流を復活させることにほかなりません。

●施業技術の再編

白神山地などの森林生態系保護地域は別として，一般のブナ林ではどうしても

更新の成否と成長の良否が問われるでしょう。しかし施業技術の再編は，すでに

多くの人が手がけています。では今要求されている施業技術の再編とは，いった

い何でしょうか。

1990年の大風害の捕手が大きくて，ドイツは合自然的な森林施業に転換せざる

をえなくなりました。百年以上もかけて築き上げてきた，あの整然とした施業体

系も，今や歴史的施業として片隅に置かれようとしております。その間に急速に

重視されるようになったのはナラですが，ブナもまたそれとともに主役の座に座

るようになりました。森林の合自然性と多様性を維持するためには，ブナ，ナラ

を中心とする広葉樹の活躍に待たねばなりません。

一方，大気汚染による森林被害は，ドイツでもある程度下火になったとはいえ，

ブナ林その他の生態をおびやかし続けております。ブナの豊作年の間隔は，被害

が激しくなるにつれてしだいに短くなっているといいます。これは危機に対処す

る樹木の自衛策なのでしょうか。いずれにしても，天然更新の技術も従来のまま

というわけにはいかなくなったといいます。

こうして，ブナ，あるいはブナ林自体の内包する問題と，森林生態系の一員と

して地球環境に対して果たすべき役割の，両者を併せ持っているのが，今日のブ

ナ林だといえるでしょう。こういう事態は，早晩日本でも生じるに違いありませ

ん。それから施業技術の再編に着手したのでは，おそらく手遅れになるでしょう。

その一方で，人々の心にしみじみとした潤いを与えるブナ林との交流を忘れて

はなりません。思えば，これほど多面的に人間とのかかわりを持っている樹種は

あまりないでしょう。そういう本質を見極めたうえでのブナ人気なら，どんなに

うれしいことでしょうか。

〔完〕
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●樹種特集●

ｽﾅﾛ(ﾋバﾋﾉｷ (倉田悟著/日林協編集/地球社発行『原
色日本林業樹木図鑑第1巻』1971年改
訂版より）

〆

鷲 地＆

唖

東北の森と

捌光を浴びる
では，ヒノキ

台を務めます

姿は，日陰育

偉丈高，一皮

木理還直な体

虫・菌も恐れ
L

子も聞こえて

えば，とかくブナが

時世ですが，樹種特
スナロ（ヒバ）が先

い
ご
アスナロ（ヒバ）が先に舞

日本特産種と血筋よく，容

日陰育ちではありますが褐色の樹麿の
篭

ぐと黄白色の精織な肌目に芳香漂い，

は強じんな二枚腰,また水湿にも耐甚，
なすという，イイ役者ぶり。さてお礎

鋼舷

と夕

ヒノキアスナロ（果枝）をなすという，

椴帳が上がりました 0

制樹種特集，ヒノキアスナロ(ヒバ)ｼ

アスナロ（ヒバ，アテ)の
分布・形態・生態

跨縁 勺

↓
一

皇

やまもとしんいち

名古屋大学大学院.生命農学研究科教授山本進一

は，テ，クサアテ，マアテが知られています。アスナロ属(TIZz""siSSieb.etZucc.)は，

ヒノキ科(Cupressaceae)に属する日本特産（第

三紀の化石力§グリーンランドから報告されていま

すが）の裸子植物球果植物類で，アスナロ（?〃"‐

jOpsiS伽〃67．"")の1種とヒノキアスナロ（五

伽〃67""var.hondai)の1変種があり，さらに

品種としてホソバアスナロ，栽培されている園芸

品種としてフイリアスナロ，ヒメアスナロ，フイ

リヒメアスナロがあります(浅川ら，1981)。林業

上ではアスナロ，ヒノキアスナロを，通称ヒバあ

るいはアテと呼んでいます。石川県能登地方では

アスナロをアテと呼び，林業品種として，カナア

１
９

写真①球果をつけたアスナロの小枝（木曽・赤沢）
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表①アスナロとヒノキアスナロの鱗片葉と球果の違い

鱗片葉

球果

アス ブー□

厚みが少なくやや薄くて短

い。一般に手ざわりが柔ら

かく葉の下面の白色が濃い

やや小形で球形ないし広卵

形で、鱗片の先端が三角状

針形をなしカギ形をしてい

る

ヒノキアスナロ

鱗片葉は厚く､鋭角につく。

一般に手ざわりが堅い感じ

がし、葉の下面の白色は薄

い

大形の卵状球形で、鱗片の

突起は顕著でない。和名の

由来のように球果がヒノキ

に似ている

写真②伐採地の林縁に一斉に発芽したアスナロの実生（木曽・赤沢）

写真③閉鎖林冠下のヒノキアスナロの伏条稚樹群。上層にはブナ・ミ
ズナラなどが混交（下北・大畑）
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鯵天然分布

日本産針葉樹の天然分布を詳細に調

べた林（1960）によると，アスナロとヒ

ノキアスナロの天然分布は次のように

なります。

アスナロ：分布の北限は青森県東津

軽郡穴川沢国有林，南限は鹿児島県高隈

山で，利根川上流付近と長野県木曽地方

にまとまって出現し，木曽地方では「木

曽五木」の一つにされています。垂直分

布では比較的低海抜地から亜高山帯ま

で分布します。

ヒノキアスナロ？分布の北限は北海

道渡島半島の一部(42.10'N付近)で福島

県より北に分布し，青森県の下北・津軽

両半島ではまとまって出現します。古

来，「青森のヒバ」と言われている美林

は，この青森県の下北・津軽両半島に分

布するヒノキアスナロの純林のことで

す。

このような分布状態からアスナロを

南方系，ヒノキアスナロを北方系ともみ

なすことができます。

鰯形態・生活型

アスナロ属は普通，樹高が30～35m,

胸高直径で80～100cmになる雌雄同株

の常緑高木で，寿命は少なくとも300年

以_I二あるとされています。樹冠は円錐形

で，樹皮はサツマイモの皮に似た紫褐色

か，または黒～灰褐色をしていて薄くは

げます。葉の外部形態はアスナロ属の属

名がネズコ属(TIzz""L.)に似ていると

いう意味があるように，ヒノキ科の中で

ネズコに近く，葉質が厚い大形の鱗状の

鱗片葉を枝に十字状に対生します（写真

①)。葉の裏面に白いろう粉をふくこと

が特徴です。雄花は青色を帯びた長楕円

形をしており，花粉は黄色をしていま

す｡雌花は8～10個の鱗片がありその内

面に胚珠があります。球果は直径1



~1.5cmくらいで球形をしていて,種子

の重さは1,000粒の重さで3.5～4.7g

くらいになります。アスナロとヒノキア

スナロの外部形態は似ていますが，鱗片

葉と球果には表①のような違いがありま

す。

ヒノキアスナロでは横枝の先が垂直方

向に立ち上がり，主軸の先端と似た形態

の枝葉を示すことがあり，「枝先の点頭」

もしくは「芯の形成」と呼ばれています

(内海ら，1996)。このような現象は，ヒ

ノキアスナロのみならずアスナロの枝に

おいても普通に見られ，特に後述の，接

地して発根した伏条枝でよく見られるこ

とから，伏条と関係があるとも考えられ

ています。

●生態

アスナロ属は実生および栄養繁殖の一

つである伏条で繁殖・更新します。地床
かく

が撹乱された日当たりの良い場所ではア

スナロの実生稚樹が多く出現しますが，

実生の成長は必ずしも良くありません

(写真②)。一方，上層林冠が閉鎖した状

態ではアスナロは芽生えてもすぐに枯死

し，雅樹の定着は難しく実生による更新

は起こらないようです（ヒノキアスナロ

では尾根部で芽生えが多く出現すること

が報告されています)｡このような状態で

は，アスナロ属は伏条による栄養繁殖を

蝋んに行っているようです（写真③．

④)｡親木の生きた下枝が雪圧などで接地

し落葉に埋まると，その部分から発根し

て第1世代を形成し，さらに第1世代の

生きた下枝から第2世代の形成，という

ように伏条によって集団を形成してゆき

ます(図①)。接地して発根した部分は切

れやすく，子供世代は比較的早く親木か

ら独立するようです。サワラも類似の伏

条を行いますが，親木との連結部が切れ

にくく岩石地でも伏条更新するのに対し

写真④約300年生の天然生ヒノキ林下のアスナロの伏条稚樹群(木曽・
赤沢)。胸高で稚樹の高さがそろいカーペット状になっている。

親木

代

－

斜面|く部

アスナロの伏条更新の模式図。積雪移動の影響を受け

やすい斜面では上から下へと伏条更新が進む。仙石ら
(1985）を改図。

図0

藩

爵溌
誼

議
蕊
霧
塞

１
１

▲

瀞

＝

写真⑤林冠の疎開部（ギャップ）内で旺盛な伸長成長を行っているヒ
ノキアスナロの幼木群（下北・大畑）
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写真＄

陰に耐える極陰樹種として知られてい

ます｡そして，このことが上述のヒノキ

林の下層でも生存できる理由と考えら

れますが，林床に生育するヒノキアスナ

ロ稚樹の光一光合成曲線の光袖償点が

他樹種に比べて特に低くないことも報

告されています（橋本，1994)。つまり，

このことはヒノキアスナロのR陰に耐

える強い能力は光補償点によって説明

できないことになります。

アスナロあるいはヒノキアスナロの

葉量については、葉の乾燥重瞳でヘクタ赤沢ヒノキ林下層のアスナロ前生樹群。過去の施業に

木の伐採により林内が明るくなり前生樹が旺盛に生育
4～6m)

過去の施業による上層奉呈トジv』LlJ､,乗vﾉ芋乙味墾拠Lヘンン

が旺盛に生育（樹高は－ル当たり約19.4トン（7林分の平均

て，アスナロは土壌がある場所でないと伏条更新

しないようです。伏条更新しやすい斜面などでは，

伏条によって生じた個体が多いと考えられ，実際，

アイソザイムを用いた遺伝分析でヒノキアスナロ

に関してこのことが確かめられています（橋本，

1994)。アスナロもヒノキアスナロも，上層木下で

伏条更新によっていわゆる前生樹群を形成し，上

層の部分的疎開（ギャップ形成ともいう）によっ

て上層まで成長するようです（写真⑤)。

アスナロはヒノキ，ネズコ，サワラ，コウヤマ

キ，ブナ，ミズナラなどと，ヒノキアスナロはブ

ナ，ミズナラなどと混交しますが純林も多く見ら

れます。木曽の有名な赤沢ヒノキ林の下層にはア
おう

スナロが旺盛に繁茂しています(写真⑥)。これら

の下層のアスナロのほとんどが伏条更新によるも

のと考えられています(長野営林局，1985)。上層

のヒノキを透過した光は下層のアスナロ前生樹群

上で相対照度で約20%になり，これくらいの照度

でアスナロが成育していることになります。さら

にこのアスナロ前生樹群層を透過した光は林床上

で約2％に減少するため，林床には植生が生育で

きません。上層のヒノキが枯死したり施業的に伐

採されると，下層のアスナロ前生樹群の成長が活

発になり，しだいにヒノキと置き換わっていくと

予測されています。

アスナロもヒノキアスナロも古くから，最も日
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値)，あるいは30～40トン（人工林での

値）の値が報告されています。一般に常緑針葉樹

の葉堂は多いのですが，その中でも最も多い部頻

に属します。このような大通の葉を保持できる原

因として，葉の寿命が長い（平均寿命で約9年）

ことが考えられています。

アスナロ属の生育している場所では，寒冷地に

生育している針葉樹林と同様に，ポドゾル化土壌

が多く現れますが，特にその落葉の影響を強く受

けたポドゾル化土壌が見られます。

【引用した文献と参考となる文献1

1青森営林局（1963）青森のヒバ：青森のヒパの概要。
2.浅川澄彦ら(1981)日本の樹木種子（針葉樹編）林木育

種協会：アスナロ属種子の形質や発芽特性。
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ニズムと林床稚樹群の環境生理特性。平成5年度科学研
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態，特に生理生態的特性についての最新の知見。
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判樹種特集ゆヒノキアスナロ(ヒバ）し

ヒバ施業実験林の歩んできた道 』
７

む

／
iー

＝

チ

くどうえつろう

青森市森林博物館専門員工藤悦郎

鰯は じめに

ヒバの父ともいわれた松川恭佐（きょうすけ）

氏は明治25年,松川敏胤陸軍大将の次男として東

京赤坂に生まれ，大正7年東京帝大農科大学林学

科卒業後，秋田大林区署・鹿児島大林区署（高鍋

小林区署長）・東京大林区署（原町小林区署長）お

よび東京営林局(平営林署長）を経て，大正'5年

青森営林局造林課技師および計画課技師として，

青森の山官としての第一歩をしるすことになるわ

けですが，青森営林局へ着任したとき「君はヒバ

林の施業法を再検討して，もっとよい施業法を作

るために青森営林局に来ることになったのである

から，しっかりやってもらいたい」との徳本局長

からのひと言が，松川氏のその後の人生をヒバに

捧げるきっかけになったと記されております。

徳本局長のひと言を肝に銘じた松川技師は，管

内のヒバ林というヒバ林を精力的に調査し,数々

のヒバ天然林に肌で接し観察するなかから，ヒ

バ．閼葉樹混清天然林の構造すなわち群思想に着

目し，「森林構成群を基礎とするヒバ天然林施業

法」を確立したわけです。

そして昭和5年，大日本山林会の大会が青森で

開かれることとなり，梨本宮殿下の御前で｢ヒバ・

闇葉樹混清天然林の構造について」として森林施

業論を講演する機会に恵まれ，その後,青森のヒ

バ天然林施業法として世に発表することとなり，

その理論の立証のためにヒバ施業実験林が誕生す

ることになるわけですが，この実験林は今や津

軽.下北の，また青森営林局（現在，東北森林管理

局青森分局)の実験林にとどまらず，全国的な視野

での森林．林業の生きた博物館ともいえる存在価

値があるのではないかとも思っております。

また，この松川理論は，ことヒバ天然林施業の

みならず，すべての天然林施業ならびに人工林施

業にも通ずるものであると考えております。

④たびたびの存続の危機を乗り越えた

ヒバ施業実験林

日本三大美林の一つの青森のヒバ林が，いまだ
うっそう

に諺蒼とした天然林の様相を成しているのは，ひ

とえに松川先生のこの天然林施業の理論があった

からこそと思い，畏敬の気持ちでいっぱいです。

昭和6年，この理論を現地で立証すべく，当時

の山林局の快諾と激励を得て津軽（当初は津軽地

域には設定の計画はなかった）・下北両半島に，林

業経営の規模として考えられる面積おおむね200

haを想定し，さらに各地域(津軽，南部藩）の藩

政時代の林業政紫の違いによる現実林分の林相の

相連（温存型と利用型）などを考慮し，津軽地域

においては義経が蝦夷地へ逃げ延びるための基地
みん寵やむら

となった義経伝説の地三厩村に，下北地域におい

てはイカの町として有名な大畑町の山あいの静か
やげん

な温泉地薬研に，それぞれヒバ施業実験林が設定

されたわけです。

このヒバ施業実験林が設定されたことにより，

日本三大美林の一つ，青森のヒバ林に近代的な林

業技術と青森のヒバについての本格的な学術的試

験研究が発足したものと思っております。ここに

至るまでの，松川氏はもちろんのこと，松川氏を

取り巻く数々の人たちがかかわって，全国的にも

名だたる増川・大畑ヒバ施業実験林があるのだと

考えます。

こうした経過を経て誕生したヒバ施業実験林で

ありますが，年月の経過とともに変化する国内外

の情勢ならびに台風の襲来など，人災・天災が施
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業実験林の存続を危うくした歴史をたどって今日

に至っています。青森のヒバ林業を支えているシ

ンボル的なヒバ施業実験林の歩んできた歴史の一

端を記録にとどめておきたいと考えたものです。

もちろん，施業実験林の設定時から今日まで，

現地もしくは営林局の担当係として専らこの業務

に携わったわけではないので，私がかかわった十

数年の体験と，先輩たちが残してくれた数々の記

録や文献を基にして取りまとめたものであること

をあらかじめお断りしておくとともに，諸先輩の

ご努力に敬意を表するものであります。

最初の危機

昭和6年6月，局議をもって設定を決議し，直

ちに施業実施計画（施業案）を編成し，施業実施

計画の定期検訂は10年ごとに行うものとして,昭

和7年度から実験を開始し，その成果として昭和

7～16年度を実行期間とする，大畑｡増川施業実

験林説明書が作成されました。

大畑･増川あわせて420haを超える面積につい

て，実験林設定のための基礎調査と実験を同時平

行して行ったわけで，まさに寝食を忘れての言葉

どおりの日々であったろうと想像されます。

こうした関係者の熱意に支えられて，順風満帆

のごとくに経過した実験林でしたが,H支事変の

進展に災いされて，第2次施業実施計画（第1次

検訂案）の編成は増川実験林についてのみ森林調

査簿，施業基案が作成され，大畑実験林について

は「毎木調査のみで終わる」ということになった

と記録されています。さらに，大東亜戦争に突入

することになり,昭和18年ついに諸事業は全く中

止され，すべての施業が停止してしまったのです。

しかし，施業は停止したものの戦時中の軍需の
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ための木材の供出（増伐）から，木材の伐採・搬

出条件に恵まれた立地と大径良材を擁していた実

験林が，実験林であるが故にか手つかずのまま終

戦を迎えたことは，喜ばしいことであったと思う

と同時に，この戦争に勝つためにはあらゆる物を

捨ててもという風潮の中で，かたくなに実験林を

守り続けた関係者がいたであろうことがうかがえ

ます。

今，青森営林局いや日本の林業における天然林

施業のシンボルとして，厳然と青森にヒバ林とヒ

バ林施業が存在していることの意義があるのだと

思われます。

第2の危機

昭和29年9月26日の台風15号（洞爺丸台風）

は北海道のエゾマツ・トドマツに未曾有の大被害

をもたらし，東北地方を主体に林業技術者（事務

系・技術系）が官民を問わず北海道に渡り，この

風倒木処理に当たりました。そして，引き続く被

害地の復旧がカラマツによるパイロッ1，．フオレ

スト誕生につながったわけですが，いまやこのカ

ラマツが北海道の林業をリードしていると聞いて

おります。

この台風は，青森県では津軽地方を通過したた

め，増川ヒバ施業実験林にまるで弾丸道路建設の

ための伐開線のようなヒバの風倒被害をもたらし，

戦時中のやむなき施業の中断による実験林設定当

時の実験計画を立て直そうとしたやさきの出来事

であり，関係者には頭の痛いことであったろうと

想像します。実験林はあくまでもヒバ天然林施業

法の実験を目的として設定されたものですが，被

害地の復旧のためにヒバの人工植栽が行われ，こ

のことにより天然更新と人工更新の比較データが

収集できることになりました。

当初計画では予測もしない台風の襲来で痛めつ

けられた実験林およびヒバ林を，災い転じて福と

なすの諺をそっくりいただき，いち早くヒバによ

る復旧に努めた当時のヒバ林施業にかける関係者

の，台風ごときに負けていられるかとの心意気が

伝わってくるような気がします。



第3の危機

このときが，実験林存続にかかわる最大の危機

であったのではないかと考えます。

戦中のための資材確保のために，里山と里山に

近い国有林はすでに利用し尽くされており，戦後

の復興のための建築資材としての木材は貴重資材

であったわけで，敗戦直後の日本は，今日のよう

に外貨があって貿易黒字で安易に外材を輸入でき

る状況になく，世論として『国有林伐り惜しみを

するな』という論調が砿成され，この時代の情勢

からすれば木材は自給自足でゆかなくてはならな

いものとの認識であったと思います。

こうした中で，成長の遅いヒバは成長のスピー

ドにおいて，とてもスギやカラマツやアカマツと

対抗できない運命にあり，実験林といえども聖域

ではない，国を挙げて林力増強計画のさなかにあ

るのだから，むしろ率先して時代の要請にこたえ

る実験林であるべきではないのか，林力増強計画

に基づく嵐が吹き始め，態勢は樹種更改と拡大造

林主体の林業政策に変わっていくことになります

が，これも当時の陸l情からして，その後の日覚ま

しい復興をだれしも予測しがたいし，また逆に言

えばこのような飛躍的な経済の発展を支えたのは，

官民一体となって事に当たったことによる相乗効

果がもたらしたものであり，樹種更改と拡大造林

を一概に批判できないのではないかとも思われま

す。

こうした背景の中で,昭和33年8月に2回の施

業実験林に関する打ち合わせが行われ，営林局か

ら経営・事業部長，計画・造林・利用・作業・治

山・土木課長，実験林係長，営林署からは関係す

る大畑・増川営林署長，経営・事業課長，実験林

主任の椛成メンバーをもって青森営林局にしかな

い『ヒバ施業実験林』の存続の可否について以下

の論議の結果，娘終的に設定時に次ぐ局議を経て，

昭和34年8月10日付け34年計第263号により，

施業の継続が決定しました。

すなわち，両実験林とも未だ実験の過程にある

ので，ともに目的達成まで今後とも実験林施業を

引き続き継続してゆきたい。

従来，成長量の低いことをもって非難されてき

たヒバ林が，施業方法のいかんによっては決して

低位のものではなく，今後もさらに増大を期し得

る途中相にあることは，この実験林の示すところ

である。今後，いよいよ本格的な施業を進めるこ

とによって，最大成長量をどこまで引き上げるか

は非禰に亜要な課題であって，林力増強のうえか

ら青森営林局の代表，ヒバ森林全般に及ぶ問題で

ある。

なお，老齢にして行き詰まり状態にあるヒバ林

の施薬法解明のごとき，その曙光を認めたのも実

験林のあかすところである。その他ヒバ林の施業

問題に寄与し，かつ将来に期待するところは極め

て多大であり明るい見通しを持っている。

伐採材の品質も逐次向上の一途をたどりつつあ

る。また，戦中戦後の混乱時に利便でしかも良木

の豊富なこの実験林を（たとえ施業中止はあった

が）完全に保護管理し，一指も触れさせなかった

当時の関係当局の努力ならびに設定以来今日まで
こた

営々と施業し続けてきた局署員の努力に応えるた

めにも，ぜひとも施業実験を継続してその目的を

完遂したい。また，最近本実験林の成果に鑑み施

業上の参考資料を得るため，あるいは学術研究の

目的をもっての来山者が著しく増加しているので，

この実験林の施業継続は研究上にも欠くべからざ

る意義を持っていると考えられる。

以上の論議を経て，あらためて実験林設定の意

義目的を再確認し，尊重して実験林をこのまま

存続することとなり,『森林構成群を基礎とするヒ

バ施業実験林運営方針書』が作成されました。

雄本的には，昭和6年の施業実験林設定要領と

変わらないのですが，第1項・名称，設定ki的お

よび設定箇所bmi積の条文に，大畑・増川ヒバ施

業実験林の名称，設定目的および設定簡所は，将

来とも変更しないとうたわれています。

これは，ヒバ施業実験林存続の可否を問う局議

の中での最大のポイントであろうと考えます。こ

の条文によって，以後の国有林を取り巻く幾多の

情勢変化の中で，施業実験林が生き延びてきて今

円につながっていると思っています。
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＜ヒバ施業実験林の設定にまつわるエピソード＞
施業実験林の設定ならびに基礎調査は，松川恭佐氏ことのほか，この実験林に熱心であったようで，大畑

の指揮のもと綿密な調査に入り,数々の苦難のなかで，実験林では局長の姓をいただいて「ハシバミ沢」と命

調査を進め，結果として，施業実験林報告書（森林構名し，増川実験林では名をいただいて「省沢（かえり

成群を基礎とする施業実験林説明書）が大畑実験林にみざわ)｣と命名され，記念すべき沢名としていまに名
あっては昭和15年4月に,増川実験林にあっては昭和をとどめています。

16年9月に刊行されております。ちなみに,大畑の沢名はアヂサイ，ハギ，ヒトリシ
序の－節を紹介すれば｢施業の成果に就いては設定ズカ,フタリシズカ,ミズバセウなど26種の植物名の

后日猶浅く之が完全なる立證は他日に譲らざるべから沢名となっており,増川ではバラエティに富み,葉月，

ざるも，施業の成果は将来必ずや期待さるうが故に編文月とか，水無,清水，溜息涙まであり36を数えま
成案としての使命浅からざるものあるを信ずる次第なす。

り」としている。これらは，設定当時の調査員の苦労のなかから命名
設定当時の局長･榛葉可省氏（昭和5～11年）は，されたものと思われますb

『森林構成群を基礎とするヒバ施業実験林運営

方針書』の詳細については，誌而の都合もあり割

愛させていただきます。

第4の危機

本州北端の地，下北半島に日本最大級の金の鉱

脈が日本の三大霊場の恐山で発見され，マスコミ

報道がなされて話題となりました。下北半島一円

は総じて温泉のわき出ている地域であり，あちこ

ちに温泉が知られています。中でも薬研温泉は渓

流美とヒバの濃い緑とモミジをはじめとした落葉

広葉樹の紅葉の織りなす美をもって知られ，昔か

ら有名な温泉地であり観光地です。大畑ヒバ施業

実験林は，この薬研温泉地域の一角を占めており，

学術研究の場であると同時に観光にも一役買って

います。

ここに，恐山の延長線上の関係から鉱業権設定

の出願があり，それは実験林の存続の危機とはい

かないまでも，実験計画に大きな影響を及ぼすこ

とになる鉱業権設定申請だったのです。

この区域は，実験林全体の縮図ともいえる4箇

所の施業標準林と，さらには比較対象区である保

護林（設定以前からの禁伐林）とが接しており，

詳細なデータを収集している実験林の心臓部とも

いえる区域で，この実験林のメインであり，シン

ボルでもあります。申請区域の中に，この区域が

含まれていることもありましたが，昭和6年以来，

延々と森林施業のデータを擁している実験林は，

全国的に見てもほかになく，将来の森林施業に向

けて引き継いでいかなければならない貴重な森林
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(実験林)であることなどを理解していただき，鉱

業権設定の出願を取り下げてもらいました。

第5の危機

｜噌和6年以来，幾多の危機と苦難の道を乗り越

え，そのときどきの関係者の英知と努力とによっ

て現存のヒバ林があり，そしてそのヒバ林の施業

を支えるのは，やはり『森林構成群を基礎とする

ヒバ天然林施業法』であり，その考え方に基づい

て60年以上も継続して実験を積み重ねてきた大

畑・増川のヒバ施業林は，これからも延々と継続

してほしいものだと願っております。

私が，あえてここに第5の危機として項を設け

たのは，今後，施業としての伐採・搬出・跡地の

更新・保育などは，すでに林業事業体が育成され

ており心配はないと思いますが，果たしてこれか

らの長い年月を試験研究的なデータ収集が継続で

きるのか危倶しております。

試験機関に言わせれば，データのない試験地・

保護林はただの山であると言います。これから先

が，実験林存続ということから見た場合，最大の

危機に直面するのではないかと思います。

担当者は大変だとは思いますが,昭和34年の存

続の決意をしたときの精神をくんで，日本の林業

の生きた森林・林業の展示林としての施業実験林

の管理･保全だけでなく，昭和6年以来のデータ・

各種資料の管理およびデータの分析と厳しい林野

庁の財政事情の中ではありますが，将来に向けて

最低限のデータ収集と分析(試験研究機関に依頼）

が必要と考えます。



侭樹種特集しヒノキアスナロ(ヒバ)影

能登のアテ林業

一施業の歴史とこれから－

鶴 は じめに

林業関係者が「アテ」という用語を耳にすれば，

それは材の欠点を思い浮かべよう。しかし，石川

県においては，「アテ｣は県災に広く親しまれてい

る県木であり，青森ヒバと|司類の造林樹種である。

その主産地は，能溌半島でも先端の地域に特定

される傾向にあったが，現在では，その材質の良

さ，特性が高く評111iされ，複層林が重要視される

中で，苗木の県外へのIII荷もされるようになって

きた。

いずれにせよ，このアテ林業は，能登半島とい

う狭い限られた土地における，先人たちの考えた

土地の有効利用法であった。すなわち，能登半島

という気象条件とアテ特有の耐陰性を生かし，私

たちの先人たちが階臓林仕立てによる択伐経営方

式を考案したのである。それは成長の優れた個体

から順次伐採する「ナスビ伐り」的育林方法でも

あった。

しかし，この独特のアテ林業も，今日の厳しい

林業事情の中では林家の山離れとともに保育管理

が不徹底となり，しだいに一斉林化の傾向が顕著

となりつつある。このままではまさに，「林業よい

ずこへゆく」そして「アテ林業よいずこへ」との

声が流れ聞こえてくる。

ここでは，小規模ながらアテ林業に取り組んで

きたこれまでの体験をもとに，アテ林業の歴史と

将来について記してみたい。

④別称r嫁起こしの木」

先述のとおり，アテは「石川県の木」であると

ともに，スギと同様に石川県の主要造林木である。

この木の持ち味をひと言で表現すれば,｢耐える力

に富んだ木」だと断言したい。

いししたてつお

石川県森林科学館館長石下哲雄

つまり，気象条件の北陸の風雪に耐え，複層林

育成ができる日|陰に耐える力に富んでいる。また，

比較的やせ地にも乾燥地にも耐える特長を有して

いる。材の特長はねばり強く，耐湿性は抜群で，

白蟻をはじめ耐虫性はすこぶる高い。アテ特有の

芳香性，漆との親和性も他の樹種に見られない特

長であろう。

上記のような耐える力に富んだ木が「アテ」の

特長である。この耐える木のアテと，かつての農

家のお嫁さんの立場が耐える共通点を持っていた

ので，アテと農家のお嫁さんにまつわる話を簡単

にご紹介したい。
いろり

戦後の燃料革命まで，磯家の居間には｢囲炉裏」

があった。

その囲炉裏に使われる燃料として，アテが必要

欠くべからざるものだった。伐採木の末木や枝打

ちされた枝条や葉が棚穂み乾燥され，その当時の

重要な燃料源であった。

この枝条は燃焼時にアテ特有の含有成分の関係

で，一種独特な「ジリ，ジリ，ジリー」という実

に高い特殊音を発する。これは葉の部分の燃焼音

である。そのうち枝の部分や材部が燃えてくると

｢パチ，パチ，トーン｣という特有の燃焼音に変化

するのである。今はもう懐かしい音になってしま

った。

今も昔も，朝早くから目覚めるのは嫁さんより
しゅう皆の

姑さんのほうである。いつも姑さんが早起きし

てアテの枝条を燃やすと，その特殊音が嫁さんへ

の起床の催促音となるので，これを称して「嫁起

こしの木」といわれたゆえんである。このように，

燃料確保と枝打ち保育の作業が補完関係にあった

といえよう。

林業技術No.6851999.4-⑮



ｽﾐ
侭
●

鋼

塗器の販路が全国的に拡大され需要が増大したと

き，輪島の塗師屋さんたちが必要な木地用材確保

のため，山林所有者の林地を一定期間借り受け，
ねんきやま

そこで材の確保を試みたことが歴史上,｢年季山制

度」として天明時代に取り入れられたと文献に残

っている。しかし，塗師屋さんたちも長い歳月の

獄み蓮ねとその間の投資に耐えかねて，この試み

は長続きしなかった。

アテのルーツを考えるとき，そうした二説はど

うであれ，古来，能登の人たちとアテという木が

深い関わりを持ちながら今日に至っているという

ことをご理解いただけたと思う。

●アテ林業の実情

ご多分に漏れず，今林業を含めた第一次産業は

内外の厳しい事情により，苦境に立たされている。

まさに，「農林業よ’いずこへゆく」の感の今日こ

のごろである。

浩者の第一次産業離れの傾向は，日本のみなら

ず文明先進国共通の課題らしい。が，若い意欲的

な担い手が後に続かないような職業を「業」とい

えるかとの疑問を持つ。

特に，平成3年9月27日の深夜から28日未明

にかけての台風19号は当地に甚大な被害をもた

らし，林家の山離れ現象に拍車がかかった。この

ような現実を直視しながら，これからのアテ林業

をどうとらえ，どう位置づけしてゆくべきかを，

官民ともども懸命に考えなければならない状況に

瞬かれている。もっともっとアテ林業を含めた林

業の内在する問題点を調査，分析して早急に対応

策を考え取り組まなくてはならない。

林業否定の論理が一般に強調されている現今，

その現実を直視しながら，空論ではなく，だれも

が納得，理解し，もっと気長に，ゆったりとあせ

らずに，明るい方向に視点を向けてアテ林業にこ

だわって生きてゆく道を模索したいと考えている

一人である。

●小規模日曜林業の確立

これまで能登地域の林家のだれもが，アテ独特

の特性を高く評価し，それを誇りとして特別な愛

着と自信を持ってはぐくんできた。しかし，昭和
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写真①アテ30年生林分写真（親，子，孫と壹代共作）

鯵｢アテ」のルーツ～在来自生説と移入渡

来説

能登のアテには在来説と移入渡来説がある。移

入説を立証するものとして，石川県門前町浦上と

いうところの能登の旧家の裏庭に,400年生くら

いかといわれる「元祖アテ」と称されるili木が2

本現存している。

呼称は元祖といわれるも，それは加賀秘前脚家

五代目藩主綱紀侯が，ヒバの苗木移出を禁じてい

た津軽（青森）へ藩士を農民に変装させて持ち州

らせたと伝えられ，それが能登に呪存する雌もI11

いアテゆえに元祖と称されるゆえんである。

移入されたものがこの能登の地の気候肌急'二に当

たったことで「当て，（アテ)」と呼ばれると説く

人もいる。しかし，その説が正確だとは言えない。

奥州からの移入は事実としても，この元祖アテは

青森ヒバであることになるが，現在その青森ヒバ

の子々孫々の林がどこにも現存していない。

そうした観点から考察すると，在来説がlllてく

るのである。つまり，現存するマアテ，クサアテ，

カナアテを含めた数種類のアテの存在を兇るとき，

能登にはアテが自生していたものとするのが確か

なように考えられる。在来説を証明するあかしと

してもう一点，埋蔵文化財の発掘作業中，土中か

ら発見されたアテの木片，加工製IHI,土中の花粉

等から考察すると，在来自生説が確かなように思

われるが，私はその道の専門家ではないのでこれ

以上の言及はできない。

また，今日のアテ林業の基盤形成の要因として

輪島塗との関係も無視できない。漆とアテ材の親

和性の高いことは先述のとおりだが，かつて輪島

⑯－林業技術No.6851999.4



表①一世代一伐期柱材生産林業におけるアテ成長見込
予測表50年以降山から足が遠のき，保育管理の十分行き

届かない山林が増えだした。アテにおいても，せ

っかく形成された階層林や択伐林も，枝打ち，間

伐が行われず下木は枯死し，下草の生えない林分

が増加してきた。もちろん，その理由はあらため

て申し上げるまでもなく，外材の輸入，代替材の

進出，担い手の不足や林家個々の後継者難と自ら

の高齢化，そして材価の低落による不安感で展望

が持てないとする考えがその根底にある。

しかしよく考えてみよう。日本全国の平均的山

林規模は5ha未満層が大半なのである。もちろん，

能登の林家の所有規模も同様である。こうした観

点から，今後「わが家の山をどうするか」を考え

たとき，自営自立の経営が成立するはずである。

小規模層は小規模なりに，雇用労務に依存しな

いで日曜林業として成立しないはずがない。そう

した施業方法を模索して40年。林業は伐期が長

く，投資ばかりの連続で換金性が低く，特に最近

の収益性が悪いと林業を敬遠する。こうした現実

を踏まえながら，アテ林業の在り方をその特性を

生かしてどう構築するか立証し，その見通しが確

立されたので紹介する。

毎－世代一伐期柱材生産林業

私は今から30数年前，本格的にくアテの伏条取

り木法〉による複層林造成による柱材生産に取り

組んでみることにした。これまでも能登地域の一

部において，そのような育林技術はあった。それ

をさらに改良，工夫し，計画的目標設定をした育

林技術の構築力ざできないものかと考えたものであ

り，それはこれまでの単なる成長の優れた個体か

ら順次伐採する「なすび伐り方式」からの脱皮で

あった。そして，伐期が長すぎるといわれる林業

の宿命を，少しでも期間短縮したい，そして回転

効率を高め，もっと林業を希望の持てるものにし

たいと考えた。

以下，その取り組み過程を紹介する。

アテは初期生育の極めて遅い木であり，一般的

保育管理だと樹高2mに達するのに7～8年以上

を要する。直径20cnlの柱材生産に要する期間は

60～70年の歳月の積み重ねであった。つまり，二

ｍ
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図①主木，副木，成長関係予測模式図

注）上記記戦の標高(m)および直径(cn')は平均値である｡植栽後,主
木が3mになったら伏条取り木法により副木づくりをする。

代にわたったのである。

それを表①および図①のような成長見込み予測

を立て，伐期を40年に設定した。

これまでの一般的慣行技術の問題点は，アテを

陰樹だとする考え方を是正することから出発した。

そして,10年生までの間の正常な目標達成の成長

壁を期待できれば,それで40年伐期がほぼ可能と

断言してもはばからない。

毎年，平均的に2.5mずつの年輪幅で肥大成長

が可能であれば，直径が5mⅢずつ成長するわけで

ある。つまり，40年たてば20cIIlの材の生産が可能

と考えた。10年ごとの上長成長と胸高直径の肥大

成長鐙を積み重ね,40年伐期という目標設定を行

ったのが表①である。30年前にこうした将来に夢

の持てる林業の確立を目標に，いろいろな現状分

析調査から40年伐期柱材生産林業の可否に挑戦

した。
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結論を申し上げると十分可能だといってよい。

輪島農林総合事務所および石川県林試の調査（具

体的数値割愛）でそれが確認できた。

昭和39～40年植栽林分中から成長良好なもの

を伐採し,10.5cm角の柱材を製品化してみた。す

べて3面，4面の無節材であったので,12cIn角の

ものは当然無節柱材となる自信を得た。

現今の大壁方式に変化した建築様式の中におけ

る柱材の無節化の重要性は薄らいできた。しかし，

当初の予想とは時代要請とともに変化したが，無

節柱材に限定せず，もっと弾力的利活用法に代え

ればよいと考えている。

アテ材の建築用材として利用しない部分は天井

板材くらいであるゆえに用途は多用である。

次に，アテという樹種は他の樹種に見られない

くらい強い耐陰性を有している。その特性を応用

し，主木（植栽時の親木）が3mになりしだい，

独得の方法で伏条取り木をする。

親木の中の最も力強いしっかりした枝を地面に

接しておけば，地|鰐Iからすぐ発根し2～3年で

芯立ちした独立木となる。いわゆる親木の主木に

対する副木となる。こうして親木のそばで子供が

寄り添って仲良く共存する格好であり，ほほえま

しい気分にもなるものである。そうしたことで，

その間の下草刈りや雪起こし作業など保育管理面

において，重複管理ができて省力化が図れるので

ある。

そのような主木と副木の成長関係を予測模式図

化したのが図①である。当初は主木のみの成長予

測表を作成した(表①)。ところが，主木が3mに

成長した時点で伏条取り木を行い，その成長が順

調にいくので，途中の段階で副木の成長を調査し，

理想的な複層林づくりができる見通しが立ったの

である。それで，図①は予測模式図とはいえ，現

実林分の実績を取りまとめた数値であるとご理解

いただいても結構である。

35年,40年の数値部分は，これまでの成長過程

から予測したものである。現在のところ，上記の

予測どおり順調な成長結果が得られている。この

成長過程から下木（副木）の成長をながめると、
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主木の15年遅れの数値実績となる。

30年生の現段階で成長予測がクリアできてい

ることから，今後の予測を想定すると主木と副木

の関係が次のようになる｡つまり,主木を40年で伐

採可能な見通しが立った以上,そして副木が15年

遅れの成長実績であることから判断すると，(40＋

15)÷2,いわゆる55年間に2回の伐採が可能と

いうことになる｡55年÷2回で,一伐期が27.5年

となる｡昔から,一家の｢主の座｣は大体30年くら

いのものだといわれてきた。自分一代で伐採可能

との論法が成り立つので，「一世代一伐期林業｣と

命名したゆえんである｡さらに,孫…と保続管理を

重ねるほど伐期が短縮化してゆくことになる。

●中間収入源

空中取り木苗生産｜
林業の宿命として伐期の長期性がある。その間

に良質材の育成を目標にしながら，中間収入源の

確保策を考案導入した。それは植栽木の枝に発根

させて苗木育成をする方法である（図②)。

<アテ空中取り木苗の作り方＞

①空中取り木は樹齢15年生以下くらいの木を

選び，樹高1.5mから地際部の枝までの間の苗木

向の形状のものを選定する。

②はく皮する枝の前後15～20cnlの葉を除去し，

作業をしやすくする。

③はく皮は1.5cnl前後を輪状はく皮する。

④残皮があれば発根しないので完全にはく皮す

る。

⑤水を十分含ませた「ミズゴケ」を両手で強く

絞りきる。

⑥絞ったミズゴケを輪状はく皮した部分を包む

ように，握りこぶしくらいにしてくるむ。

⑦ダンゴ状になったミズゴケを市販ポリ袋（12

＃）で巻きつけ，両端を薄手のビニールひも等で

2回巻き，1回だけの半結びとして，植付時にヒ

モ先を引くとすぐ解けやすいように先端部を長目

にする。

以上の要領で4～6月中に行えばそれで発根し，

秋には山出し苗となる。また，春植え地方は翌年

春までそのまま越冬してもよい。



に40年，そうした実体験を中心に記してみた。

アテとはどんな木かと問えば，有名な青森ヒバ

の弟分のような木だと答えたほうがわかりやすい。

歴史的には青森ヒバよりずっと若い。また，面積

的にもわずか1万ha少々と少而職である。

一方，青森ヒバが天然林であるのに対し，能登

のアテ林業は人工林である。人工林ゆえに植栽時

から伐期まで，保育管理の徹底が求められるとこ

ろでもある。

これまで，先人たちの英知でアテの日陰に耐え

る力に富んだ特性を，階層林仕立て法で択伐林業

方式を構築して林地の立体的活用法を案出し，今

日に及んできた。いわゆる今時，全国的施策とし

て導入されている「複層林」技術である。長い歴

史の中から新たな創意工夫と改革の余地が必要と

思い，自分なりでの体験をもとに，もう一度それ

に挑戦した記録が上記の内容である。

ただ今後，林家の山離れ傾向の中で複層林づく

りは粗放管理で成り立たないことを思えば，それ

をどう位置づけてゆくかが課題である。アテと複

層林は緊密な関係で技術として定着しているが，

伏条取り木による複層林育成は人力による下木植

栽ではないので，造林補助対象にはなっていない。

それゆえ，伏条取り木による複層林面積も拡大

しがたいのではなかろうか。樹下植栽による造林

成績よりも確実によいの力壊実なので，これも今

後の課題ではないだろうか。

いずれにせよ，今後，もっと夢と希望を持って

取り組んで，日曜林業で楽しみの持てるあり方を

続けて模索してゆきたいものである。

図②アテの空中取り木苗生産

当地方においては5カ月で十分な完全苗ができ

る。1本当たりの市販価格は100円以上である。

上手にやれば親木一代から50本以上の苗木生産

ができる。副木養成をすればそこからも採れて，

私の実績では70～80本生産した｡こうしたことを

導入すれば1本の植栽木から15年くらいの間に

5,000～7,000円の収入が見込める。

★成功の3大ポイント

①輪状はく皮幅を1.5cm幅くらいとする（狭す

ぎるとカルスが接合して発根せず，広すぎれ

ば木が衰弱する)。

②はく皮するため，輪状に切断する園芸用バサ

ミを使用するが，強く切り込みすぎないこと。

樹皮が切れたところで止める。

③使用するミズゴケの水分は十分に絞ること

（はく皮するので水分が必要と考えるのが人

情だが，それでは十分な発根をしない)。

以上，中間収入源としてアテ苗木生産を記した

が，このほか〈アテさび丸太〉（6月上旬頃，アテの

樹皮をはく皮すると1カ月くらいで樹表一面に黒い

斑点模様が発生し，数寄屋建築の床柱材などに利用さ

れる)の生産もその中間収入源となるが,今回は紙

数の関係上割愛する。

鯵結びにかえて

能登のアテ林業～施業の歴史とこれから－これ

が私に与えられたタイトルである。あまりにも荷

が重すぎて，与えられたページ数にどう納めてよ

いかと迷った結果，自らの林業現場でアテととも

4－画ｴ

豊富なカラー図版主体で簡潔な解説／

日
鉢
協
の
新
測
図
書
一

改訂新版・枝打ちの手引き
藤森隆郎監修

定価（本体500円十税),送料実費,A4,22ページ
「コンパクトにまとめられており，手軽で重宝｣と好

評をいただいておりましだ'日版のリフレッシュ版で
す｡判型を|日版よりひと回り大きくし,枝打管理図など
図版類をより見やすくしました。構成の基本は旧版を
踏襲しています城記述内容や写真など時代に即した
ものとしましだ。

●構成･･･枝打ちの意味／枝打ちの基礎知識／枝打ちの
効果／枝打材の利用と販売／枝打ちの実際／
枝打作業の進め方／枝打用具と使い方

●お求めは日林協事業部までどうぞ。
aO3-3261-6969FAXO3-3261-3044
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<蝿樹種特集しヒノキアスナロ(ヒバル

能登ヒバ（アテ）を主体とした
県産材の活用推進に向けて 鼠陰

翁 はじめに

近年，林業・木材産業を取り巻く状況が従来に

も増して厳しさを増す中で，資源的に充実しつつ

あるスギやアテなどの県産材の積極的な利用促進

を図り，間伐等の適正な保育管理を推進すること

が大変重要な課題となっております。

このため，本県では県産材の活用推進に向けて

の取り組みの強化を図っているところであり，こ

こでは能登地方の代表的樹種であるアテを中心に

その概要についてお知らせします。

なお，アテは県木として多くの県民に親しまれ

ておりますが，県外に流通する際には悪い材をイ

メージさせるため，素材や製材品についてはr能

登ヒバ」の名称で流通されております。

霧アテ資源の現状

アテは，本県を代表する造林樹種であり，その

造林面積は約1万2,000haで,県内人工林面積の

12％を占めています。その99％までが能登地方

に分布しています。

アテの品種には，マアテ，クサアテ，カナアテ，

スズアテ等があり，これら品種のうち最も多いの

はマアテで，輪島市，門前町を中心に分布してお

り，アテ全体の6割弱を占めております。次いで

クサアテが穴水町を中心に分布しており，4割弱

を占めております。

齢級別に見ると，アテ造林地の2/3は標準伐期

齢（50年)以下のいまだ保育管理が必要な林分で

す。アテ林の経営には2つの方式があり，耐陰性

の強いマアテでは古くから択伐林施業が行われて

おり，林家の裏山等に比較的小面積単位で保続的

に経営されてきました。また，耐陰性の比較的弱
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ばんたかし

石川県農林水産部森林管理課長番隆司

いクサアテでは皆伐一斉林施業による大面積造林

が進められてきました。

●能登ヒバ材の特徴

一般的に能登ヒバの材質は，きめ細かで粘り強
そう

く，耐久性に富んでおり，また，独特の光沢と爽

快な香りがあり，材色は心材，辺材とも優美な黄

白色を呈しています。

さらに，能登ヒバ心材（他の樹種に比べて心材

率が非常に高い）から抽出されるヒバ油の成分に

ヒノキチオールが2％以上含まれ，この成分が優

れた抗菌力を発揮し，腐朽菌の繁殖を抑えるため，

シロアリの食害や腐朽に対して強い特性がありま

す。

能登ヒバの優れた特性は，古くから能登地方や

富山県などで建てられた社寺。仏閣の建築材料と

して多く使われていることからも明らかです。例

えば，約350年前に建設された国宝｢瑞龍寺」（富
シモトキクニ

山県高岡市)，築約330年，重要文化財の｢下時国
ケ カミトキクニ

家｣，築約170年，県指定有形文化財の「上時国
ヶ

家｣，築約200年の「住吉神社」（以上輪島市）な

ど，古い建築物が今なお現存し，観光の拠点とし

て，また，地域のシンボルとして多くの人々に感

銘を与えています。

●能登ヒバ材の生産・流通。加工

近年，能登ヒバの素材生産量は約3万In3程度

であり，そのほとんどは建築用として利用されて

います。

能登ヒバ原木の流通を担う木材市場は，平成2

年度に鳳至郡内の3木材市場が合併して設立され

た側能登木材総合センターのほか，輪島市に1市



場，鳳至郡穴水町に1市場あり，地域

の製材工場にアテ材を供給しています。

能登流域において，能登ヒバなど県

産材を製材する工場は91社あります

が，全般的に規模が零細なものが多く，

年間2,000m3以上の県産材を消費す

る工場はわずか9社にすぎません。こ

れらの製材工場は，注文に応じて製材

するいわゆる「受注生産方式」の形態

をとるものがほとんどであり，今後，

品質の安定した製品を大型の需要やハ

ウスメーカー等と定時・定量で供給す

る体制の整備が重要な課題となってお

ります。

能登ヒバ材の高次加工施設としては，

平成7年5月に流域内の森林組合，製

材工場等が出資して設立された側能登

ウッドと平成8年9月に門前町森林組

合が中心となって設立したセラミック

ス含浸設備を併設したテクノパル門前

㈱の2社があります。これらが操業す

るまでは，フローリングなどの加工は

金沢市や県外の加工業に依存してきま

したが，現在では製材工場等からの加

工要請にこたえ，フル稼働で対応して

います。

表・能登ヒバの優れた特性

､強度が高い（スギに比べて1．2倍の強度）

(単位:kgf/cm2)

スギ能登ヒバ区 分 ヒ ノ キ

平均 805 750 650

曲げ強 度

500最小 705 600

資料：石川県林業試験場業務報告第28号，木材工業ハンドブック

の腐りにくい（スギに比べて1．2倍長持ちする）

被害度の判定:1.部分的軽度被害2.全面的蛭度被害3.部分的激害
4.全而的激害5.崩壊状態

，シロアリに強い（スギに比べて約3倍長持ちする）

調査全本数に対する食害本数の割合

石川県林業試験場研報15号，林業技術NQ516(中野敞夫：ア
テの耐朽性について）

食害度

資 料

一L
一

零県産材の活用推進に向け

ての取り組み

(1)県産優良木材製品認証制度

近年，住宅建築分野において，

耐震性，高断熱性，施工性等に

対するニーズが高まる中で，乾

燥材，高次加工材等一定の品質

が確保された製材品を安定的に

供給するための体制の整備が必

要になっております。

このため，平成8年1月，県

木材協同組合連合会，県森林組

合連合会など県内の木材関連団

盲

一

声

言
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写真①能登ヒバをふんだんに使った木造校舎（穴水町立鹿波小学校）
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区 分

被害度

能登ヒバ

2.0

青森ﾋバ

22

スギ

2.4

ヒノキ

2.7

米ツガ

3.2

カラマツ

1.6

区分

食害度

能登ヒパ

25％

青森ヒバ

50％

スギ

70％

ヒノキ

50％

米ツガ

60％

カラマツ

33％



沢城靴公園に復元される「菱やぐら｣，「五

十間長屋｣，「橋爪門」に大量の能登ヒバ材

等が利用されるほか，間伐材の活用を図る

ため，森林組合系統が開発した「木柵パネ

ル」の土木工事への利用が促進されるなど，

多くの成果を上げています。

③さらに，林材業界と行政が一体となって，

新たに『森と木の復権県民運動』を展開し

ています。

この運動のテーマは，「想い出して下さ

い。木のぬくもりを」とし，昨年は,10月

8日「木の日」に一面を挙げての新聞広告

の掲載をはじめ，「森と木の復権｣県民フォ

ーラム，木工作展，木と健康ふれあい展など各

種イベントの開催や，能登ヒバ〈グッズ〉の配

布などを実行しました。

この県民運動を通じて，1人でも多くの県民

に，木材の持つ素晴らしい特性や木材を使うこと

が,かけがえのない身近な森林を守ることにつなが

ることを鋤限していただけるよう願っております。

I

I
ｂ
◆

f蝋

一

写真② 森と木の復権県民運動の一環と

県民フォーラム(H10.116)

して開催した｢森と木の復権」

体では，石川優良木材製品認証センター(事務局・

県木協連）を設置し，県内32の認証工場(製材工

場）を指定するとともに，認証規格に適合する製材

には認証ラベルを貼付のうえ出荷し，優良な県産材

製品の出荷管理および信用の確保を図っています。

この結果，穴水町の製材工場力榊戸市の木材販

売業者と連携して，床板，壁材等の内装材として

能登ヒバ加工品の出荷が増えるなど，能登ヒバ材

に対する関心が全国的にも高まりつつあります。

(2)県産材活用総合対策プロジェクト

本県では，県産材需要の拡大を図り，県内の林

業・木材産業の活性化に結びつけるため，本年度

から新たに『県産材活用総合対策プロジェクト』

を開始しました。

①このプロジェクトでは，まず県庁内の横断的な

組織として，プロジェクトチーム(本庁28課長

が委員）を設置し，木材の需給情報の交換と新

規用途の開発等について検討・協議し，公共建

築物への県産材の利用促進と公共土木工事への

間伐材の利用を積極的に進めています。

②また，県産材の内・外装材の利用促進を図るた

めのモデル施設の整備，県のウッドセンターに

新製品開発のための機械の整備，異業種間交流

による視点を変えた新製品の開発に取り組むほ

か，間伐材の生産，流通，加工体制の整備を進

めています。

このプロジェクトを通じて,平成13年度に金

●おわりに

近年，森林の持つ公益的機能を重視した複層林

や長伐期施業の推進が求められる中で，これまで

能登流域で展開されてきたアテの択伐林施業は，

小規模な農家林家の経営には恒常的に収益が見込

める理想的な林業経営であると考えております。

また，能登ヒバ材は，白アリや腐朽に強いこと

から，土台をはじめ，風呂場や台所にも最適な建

築用材として評価が一段と高まっており，特に需

要者側の声として，能登ヒバのムク材を使って建

てた家には，「3年蚊が寄らない｣ともいわれてお

ります。今後，この特性を生かした内装材等高次

加工製品の開発や安定的な供給体制を整備するこ

とにより，さらに多くの需要が見込めるものと期

待しております。

県としても，今後こうした課題に対する地域を挙

げての取り組みに対して，瀞極的に支援し，能登ヒ

バ材の付加冊直を高めていきたいと考えております。

⑳－林業技術No.6851999.4



綱樹種特集，ヒノキアスナロ(ヒバ），

麓青森ヒバ油の不思議
一特質と利用一

鯵 はじめに

青森県の県木・青森ヒバは，昔から腐りにくい

木，虫が寄りつかない木として知られており，本

県では藩政時代から御用林として手厚く保護され

てきました｡明治以降は御用林がそのまま国有林と

なったこともあり，現在，資源の8割が青森県に存

在するという特異な木材となりました。そのため，

その優れた性質にもかかわらず，全国的にはほとん

ど知られないという状況が長く続いてきました。

地元の伝統工芸である津軽塗の木地には青森ヒ

バが用いられてきましたが，木地からしみ出る油

やヤニは製品の品質を落とす大敵でありました。

そのため，これまではいかにしてこの邪魔な油や

ヤニを木地より除去するかに精力が注がれており

ました。しかしその油が青森ヒバの有する防虫防

菌作用の源であること，またそれが他の木材と比

較して優れたものであること等が一般に知られる

ようになってからは，一転してこの貴重な油をど

のように利用していくかという方向に進むことに

なりました。

ここでは，青森ヒバ油の特質と利用の現状につ

いて紹介させていただきたいと思います。

鐙青森ヒバ油の製造

青森ヒバ油は，製材の過程で生ずるオガクズや

端材等の廃材を原料に抽出されております。かつ

ては青森ヒバのオガクズや端材は，ボイラーや冬

場の暖房の燃料等として大切に使われてきました

が，熱源が石油やガス等に置き換わるにしたがい，

ブナ等のように野積みしていても腐らないことか

ら，いわば産業廃棄物として焼却処分されており

ました。それが青森ヒバ油の貴重な抽出原料とし

てよみがえったしだいです。

さいとうこうじ

青森県工業試験場主任研究員齋藤幸司

一般に樹木等の精油を抽出する場合には，オガ

クズを水蒸気で蒸す水蒸気蒸留装置を用います。

しかし青森ヒバ油の抽出の場合，成分の1つであ

るヒノキチオールが鉄等の金属と反応するため，

通常の鉄製の装置ではすぐに腐食し，また青森ヒ

バ油も暗赤色に変色するという特殊事情がありま

す。そのため，青森ヒバ油を暗赤色に変色させな

いように抽出するためには鉄との接触を断つ必要

があります。

鉄の流入経路としては，抽出に用いる水からと，

抽出槽などの装置の構造材からの2つのルートが

あります。水とともに入る鉄は，ボイラーで発生

する水蒸気中の飛沫に含まれて入るため，医療で

使用する蒸気の精製に用いるフィルターによって

除去しています。また，構造材からの鉄を除去す

るためには，船舶等に用いられているFRPや鉄

の溶出の少ない高級なステンレスを用いて抽出槽

を構成する方法が取られています。配管も耐熱性

塩化ビニルや高級なステンレスを使用し，冷却器

には耐熱・耐薬品性樹脂のテフロン樹脂を焼き付

けして徹密な膜を形成したものを使用しています。

このような装置により，青森県内8カ所において，

年間約70～80トンのサラダ油のような青森ヒバ

油が生産されております。

鶴ヒバ油の成分および性質

青森ヒバ油は比重が約0.93,平均沸点が約

253℃の淡黄色透明油で,表①のように,香りの主

成分であるセスキテルペンやセスキテルペンアル

コールから成る中性油分と，抗菌活性の中心であ

るフェノール類から成る酸性油分とから構成され

ています。このような成分によって構成される青

森ヒバ油には，抗菌作用，防虫作用，ストレス緩

林業技術No.6851999.4-⑳



表①青森ヒバ油に含まれている成分

①

撫溌鎮灘灘溥蝋
⑦
⑬
⑯

3

◎a-costal
⑫'elemenal

中性油分

⑫
⑮
⑲

"-thujaplicin)⑬γ-thujaplicin
⑯β-doi･abrin@4=acetylirdpolon

鵬SonicyiPhenol@carvacrOl

⑳7-isopropy
⑳m-isopl･ip

hinokitiol

p-creSOl
o-isopl.Op

l-salicylaldehyde
ylijheHoI-.酸性油分

acid

表②青森ﾋバ油およびﾋﾉｷﾁｵー ﾙの各種菌類に対する最小発育阻止濃度’一・~~‐~~ず一言~－－－:~…”‐＝ 謡’
韓1

識
罫

忌謝

鰯!!』
－

|ヒバ油：
最小発育阻止濃度("g/ml)

菌種
青森ヒバ油ﾋﾉｷﾁｵｰﾙ

黄色ブドウ球菌(St""J'""""s""ﾉ"sATCC29213)

連鎖球菌(S""""""s/"""SATCC29242)

大腸菌（戯cﾉz"icMz""ATCC25922)

緑濃菌(Psg""加〃z""Jwg"20saATCC27853)

霊菌(S""""'""℃es""s)

ブロテウス菌(PjWg"s"""6"iS)

肺淡桿菌(K"""""e""""")

枯草菌(B"""《ss"6"侭ATCC6633)

サルモネラ菌(S""""g"l7jypﾉ""""加加）

黄コウジカビ(Aspe唾""so心轌")

黒コウジカビ(Asp"郡""s泌睦γ）

リンゴ腐乱病菌(I/tzZs""7℃〃'Spe""の
紫紋羽病菌("な脆'"si"抑獅加O加"")

灰色ブドウカビ菌（β”J鱗c""cﾉ哲α）

カワラタケ(CO770"鱈〃”s"/”林試1030)

800

400

3.200

3,200

6,400

3.200

3,200

400

1,600

3,200

1600

1.600

1,600

3,200

3,200

100

100

100

200

100

100

100

50

25

50

50

100

25

…

写真①青森ヒバ油,ヒノキ油,スギ油の抗菌効果

和作用等があることが知られています。以下では

これらについて説明したいと思います。

(1)抗菌作用

昔から，青森ヒバで家を建てると水周りや土台

が腐りにくいなどさまざまな効用がいわれてきま

した。これら腐敗に強いという性質は，青森ヒバ

油に由来したものです。

表②は，ヒバ油の抗菌活性を最小発育阻止濃度

法(MIC法）によって測定したものですが，天然

の抽出成分としては少ない量で菌の発育を抑制し

ます。抗生物質の抗菌活性は青森ヒバ油に比べる

と格段に優れていますが，ある菌に対しては非常

によく発育を阻止するが，ある菌に対しては全く

効かないというように，菌の種類によって効果に

差があります。ところが，青森ヒバ油の場合には，

細菌，真菌，担子菌と菌種を問わず効果があるの

が大きな特徴です。つまり，抗菌剤としてヒバ油

を見た場合，一剤でさまざまな菌に対応できると

いう特長を持っているわけです。一例として，青

森ヒバ，スギ，ヒノキの精油をろ紙に含ませて細

菌を塗布した寒天培地に載せて培養した結果を写

真①に示します。スギ油やヒノキ油の場合，最初

は周辺に菌が生えない発育阻止帯があったのです

が，培養時間の経過に伴い徐々に押され，写真で

は周辺をびっしり菌に覆われております。ところ

が，青森ヒバ油の周りは培養時間が経過してもき

れいな発育阻止帯を形成しております。さらに青

森ヒバ油の場合には，抗生物質で問題となる耐性

菌の出現が見られないという優れた特長がありま

す。そのため，多くの種類の菌に対し，しかも長

期間連用することができるというわけです。

(2)殺虫作用

青森ヒバの林に行くと，非常に虫が少ないのに

驚かされます。虫が青森ヒバを嫌っていることを

端的に現しているものですが，青森ヒバ材でも心

材と辺材とでは状況が異なります。ヤマトシロア

リの中に青森ヒバの心材と辺材をおいて食害の状

況を見ると，心材に関しては木片に寄りつかず死

んでしまいましたが，辺材には群がって食し，ほ

とんどが生存するという結果が得られており，青

森ヒバがシロアリに強いという性質も青森ヒバ油

によるものであることがわかりました。ヤマトシ

2）
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図①青森ヒバ油提示がラットに与える心理的ストレス緩和効果

ロアリに対する青森ヒバ油の半数致死鼓は24時

間後の判定で1.20mgであり，シロアリに対して

少量で殺虫的に作用することがわかりました。ま

た，同じシロアリの仲間である生活害虫・ゴキブ

リに対する実験でも,シロアリの約10倍ほどの濃

度で殺虫的に作用することもわかりました。

居住空間が快適になるにつれて増えてきた生活

害虫にダニがあります。喘息やアトピー性皮臓炎

等のアレルギー病の大きな原因になっております

が，このダニは非常に鈍感な生物であり，ダニに

対して殺虫的に働く薬剤は人間に対しても極めて

毒性があります。青森ヒバ油についても殺虫的に

作用させるためにはかなりの量を必要としますが，

直接殺さなくても，忌避作用とエサとなるカビの

発生を抑制できれば徐々にダニの発生を抑えるこ

とができると思います。

（3）ストレス緩和作用

森林浴という言葉に代表されるように，木々の

香りは人の心に安らぎを与えてくれますが，青森

ヒバ油の香りはどのような心理的効果があるのか，

ネズミを使って実験を行ってみました。心理学の

プログラムに則って，レバーを押すことにより餌

力:食べられるような環境にネズミを置き，餌を食

べるためにレバーを押す動作を身に着けるようネ

ズミを教育します。このネズミに対し，警告音を

鳴らした後に電気ショックを与えてみます。そう

すると，何回か繰り返すうちに，警告音が鳴ると

電気ショックがくるということをネズミは学習し，

そのうち警告音を鳴らしただけでおびえてレバー

押し動作をしなくなります。

ところが,同じ実験を青森ヒバ油の香りが漂う

写真②青森ヒバ油によるリンゴ腐乱病処理例

環境の中で行うと，図①に示すように，青森ヒバ

油の香りがない群と比較してレバー押し動作の回

数が多いという結果が得られました。つまり，電

気ショックというス1､レスにもめげずにネズミが

餌を食べに行くという結果が得られたわけです。

このことから，青森ヒバ油にはストレス緩和作用

があると考えられます。

人間に対するストレス緩和作用については効果

の判定がなかなか難しいものがありますが，最近，

弘前大学医学部神経精神医学教室より，人工透析

患者に対してうつ状態の緩和を目的に青森ヒバ油

の香りを提示したところ，うつ状態の緩和が見ら

れたという結果が発表されました。このことから，

青森ヒバ油は人間に対してもストレス緩和作用が

あることがわかりました。

●青森ヒバ油の利用状況

青森ヒバ油は，芳香剤，石鹸やシャンプーの香

料，繊維製品の抗菌剤と幅広い分野で利用されて

いますが，その中の幾つかについてご説明したい

と思います。

青森県の基幹産業であるリンゴを脅かしている

カビの病気に，腐乱病という病気があります。腐

乱病はリンゴに限らず非常に多くの樹木で問題と

なっているカビの病気で，一般農家では泥巻き法

や挫薬散布によって防除を行っておりますが，非

常に手間がかかる，あるいは農薬を使用しても交

叉耐性が出て薬剤が効かなくなる等の問題を抱え

ております。その点，青森ヒバ油は木材由来の物

質で木材となじみがよいうえ，非常に抗カビ性に

優れ，耐性菌が出にくいという特長があります。

写真②はその処理例で，腐乱病の患部を切除した

後，ハケでヒバ油を塗布しているもので，他の病

林業技術No.6851999.4-⑳
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図②ヒノキチオールによるMRSA患者を収容している部屋の清掃試験結果

殖魚の餌の抗菌剤としての利用があります。養殖

のブリや鰻は一度病気にかかれば群れ全体が死滅

することもあるため，予防や治療のために餌の中

に抗生物質を投与することがあります。青森ヒバ

油を使用した餌は，抗生物質の代わりに青森ヒバ

油を添加したもので，生体に安全な天然抗菌剤を

配合した餌として売り出されています。

青森ヒバ油の抗菌成分の1つであるヒノキチオ

ールについては，難治性院内感染原因菌であるメ

チシリン耐性黄色ブドウ球菌(MRSA)の消毒剤

としての利用が検討されています｡MRSAは多く

の抗生物質に対して耐性を獲得した黄色ブドウ球

菌で，体力の落ちた病人が感染した場合には，最

悪死に至る病原菌です。ヒノキチオールはこの

MRSAに対して殺菌効果があり，しかも耐性が出

ないという優れた性質があるため，罹患者のベッ

ド周辺の床の菌が履き物に付着したり，罹患者が

使用したドアノブ，洗面所，トイレ等を通じて他

者に感染するケースを防止するために，清掃時の

水拭き等の際にヒノキチオール製剤を添加して消

毒するという試みがされています。長期間にわた

る消毒試験の結果，図②に示すようにMRSAの

菌数が大幅に減少することが確認されており，今

後に期待が持たれております。

鰯おわりに

現在，さまざまな材料のリサイクルが叫ばれて

いますが，自然界という立場から見た場合，土か

ら生まれて土に帰る素材は木材をはじめとした植

物系材料だけといっても過言ではありません。こ

の貴重な木材資源をどのように活用し，どのよう

に子孫に残すか考えていこうではありませんか。

写真③ 青森ヒバ油抽出時に出てくる留出水に
よるミツバチチョーク病の防除作業

気の二次感染もなく，非常に高い割合で完治させ

ております。

このほか，ミツバチの難病であるチョーク病の

防除にも使用されております。チョーク病は腐乱

病と同様，カビが原因の病気でありますが，対象

がミツバチという生き物であること，また，ハチ

ミツという直接人間の口に入るものを採取する関

縢上,通常の農薬を使用することは問題がある分
野ですので，安全性が高い青森ヒバ抽出成分の利

用が進められております。

表③は，チョーク病原因菌に対する各種薬剤の

最小発育阻止濃度を示したものですが，抗真菌農

薬と比較しても青森ヒバ油は同等以上の効果を示

すことがわかります。そこで養蜂業者は，チョー

ク病の治療または予防の目的で，巣箱に青森ヒバ

油をハケで塗布したり，青森ヒバ油を抽出する際

に|司時に出てくる青森ヒバ留出水を巣板に噴霧し

ています(写真③)。その結果，青森ヒバ抽出成分

で処理した巣箱からはチョーク病が発生しなくな

ったとの報告をいただいております。

また，青森ヒバ油の変わった使い方として，養

⑳－林業技術No.6851999.4
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判樹種特集，ヒノキアスナロ(ヒバ），

蝋あすはヒノキに？
－ヒバの名前の由来一

鯵ヒバの名いろいろ

木には正式な名前（和名）のほかに，地方での

呼び名も多く，ヒバの場合では50ほどもありま

す。ヒバは，ヒノキやスギほど知られていないた

めか，呼び名に混乱がありますし，ヒノキの園芸

品種を何々ヒバと呼んでいるのも，話をめんどう

にしています。

そこで，初めにヒバの和名や分類を紹介してお

きますと，ヒバはヒノキ科アスナロ属で，和名は

アスナロです。アスナロには1つの変種がありま

して，ヒノキアスナロといいます。そのヒノキア

スナロが「青森ヒバ」と呼ばれている木です。

ここまでで，すでに4つの名称が出てきました

が，これに地方名などが加わりますのでかなりの

注意が必要です。そのいい例として，こんな話が

あります。

植物学者の牧野富太郎が，林学者の本多静六編

集の『大日本老樹名木誌』の中に，岩手県渋民村
ピワ

(現在玉山村）に，ビハ（枇杷）の大木があること

を知ります。不思議に思って調べたところ，ビハ

ではなくヒバの印刷ミスとわかりました。そのヒ

バの枝葉を送ってもらったところ，サワラであっ

たというのです(1)。

青森県では明治の後期まで，青森ヒバをヒノキ

と呼び，桧の字を使っていました。ヒバ地帯には

檜のついた地名が今でもたくさん残っていますし，

古老は現在でもヒバとはいわずヒノキといってい

ます。

石川県のアテ林は，三百年も前からサシ木によ

る人工造林が朧んで，現在でもアテと呼んでいま

す。それが植物学上ヒノキアスナロで，流通名が

青森ヒバだといわれて困惑し，そこで能登ヒバと

一

融
うちやま

通'|製材株式会社代表取締役内山
（青森県むつ市）

やすお

康夫

でも呼ぼうかと話しています。

鰯アスナロはアスハヒノキか

今からおよそ千年も前の清少納言『枕草子』に，

｢あすはひの木｣が登場します。牧野博士は，アス

ハヒノキが省略されてアスナロになったという説

をとり，それが一般的な考えになっています。ア

ツバヒノキ（厚葉檜）の説もありますが，少し無

理があると思います。

青森営林局(現在は，東北森林管理局青森分局)の

資料によりますと，アスナロと呼ぶのは東京だけ

で，多いのはアスヒと呼ぶ静岡・長野などの7県，

アテと呼ぶのは北陸を主体に8県あり，目立って

います。

私は，アスヒに「明日桧」の字を当て，アスハ

ヒノキと文学的に表現したと考え，さらに「明日

は檜」がアスハヒノキにナロウと解釈されて，ア

スナロ（ウ）と省略されたと思っています。

牧野博士の愛弟子の中村浩著『植物名の由

来(2)』では，牧野説に反論し，アスナロは偽名であ
う｡ス上

ると書いています。「アスナロは，古くは阿須桧と

いい，さらに古くはアテ（貴）という。アテは貴

いの意味で，アテまたはアテヒは気品のあるヒノ

キである」というのです。私も，アテがアテヒや
アスヒ

アスヒになり，明日桧がアスナロになったと考え

ています。

鶏アスナロの植物誌
さんざい

正徳2年（1712）ころの寺島良安著『和漢三才
ず えアス

図会(3)』には，檜（ひのき･かい）の一種にr阿須
上

檜」があると書いていますが，まだ中国の本草学

の影響を強く残しています。

日本にリンネの植物分類学と二命名法（学名）

をもたらした最初の人は，リンネの弟子のツュン

林業技術No.6851999.4-⑳



ベリーです。ツュンベリーは，来日の次の年の安

永5年（1776）に，オランダ商館付医師として江

戸参府に胸了します。途中，日本の植物を採集し

ながら箱根でアスナロを見つけます。

スウェーデンに帰国後，それらの植物を研究し，

日本の植物に学名をつけた『日本植物誌(4)』を

1784（天明4）年に発刊しました。

アスナロは，ツヤ属（コンテガシワ属，現在は

ネズコ属）に分類し，学名をツヤ・ドラブラタ
リ ンネ

(Tﾉzz"""67n"Linnefil.）としました。これ

がアスナロの最初の学名です。

命名者がリンネの子息（小リンネ）になってい

ますのは，ツュンベリー帰国時に，すでに大リン

ネは死去し，子息の小リンネが大学教授になって

いたことから，敬意を表して命名者にしたと思わ

れます。ツヤ・ドラブラタの日本名を，サワラギ，

アスナロ，カイ，ヒノキ，イブキと紹介していま

す。ツュンベリーの『日本植物誌』は，日本で熱

心に協力した桂川甫周や中川淳庵の手には渡りま

せんでしたが，その本の序文に名前を挙げて感謝

しており，世界の博物学者に2人の名前が知られ

るようになりました。

シーボル1,は,ツュンベリーに遅れること50年

後の天政9年（1826）に，江戸参府に随行します。

同様に日本の植物を採集し，箱根でアスナロを手

に入れます。シーボルトはドイツに帰国後，植物

は主にツッカリーニが研究し，1835年(天保6年）

に『日本植物誌(5)』を，シーボルトとツッカリーニ

の共著として発刊しました。

そこでは，アスナロをツヤ属から独立させ，ツ

ヨプシス属を新設しました。世界でただ1つの属

で，ただ1つの種となったのです。それが現在も

使われている，ツヨプシス・ドラブラタ（刀""ひp-

s恋吻ﾉ"Z)7'Iz"SieboldetZuccarini)という学名

です。その本には，日本名をアスナロ，アスヒ，
しん

ヒバとあり，清（中国）名をラカンハク，ガンシ

ハクとしております。また，ツュンベリーにはな

かった詳細で見事なアスナロの図が2枚掲載され

ています。

シーボルトが来日の折には，植物に大変詳しい

⑳一林業技術No.6851999.4

伊藤圭介が手伝いました。のちに東京帝国大学創

立時に員外教授となり，日本最初の理学博士にな

った人です。伊藤圭介はシーボルトの弟子になり，

長崎の鳴滝塾に学びましたが，長崎を去るとき，

シーボルトは別れに当たり，ツュンベリーの『日

本植物誌』を与えました。

伊藤圭介は，その貴重な本を首から下げた袋に

入れて抱きかかえるように長崎を発ちました。と
いさはや

ころが大金と間違われて，次の宿の諫早でその袋

が盗まれてしまいます。幸い袋は竹ヤブの中で見

つかり本も無事で，踊り喜んだといいます。伊藤
たいせいI量んぞうめレユそ

圭介は，その本を基に『泰西本草名疏』を文政12

年（1829）に出しました。ラテン語の学名に日本

名をつけたその本は，日本で最初に植物の学名を

紹介したもので，日本の近代植物学の出発点とな

りました。

伊藤圭介は，ツヤ・ドラブラタ，リンネの日本

名を，アスナロ，羅漢柏，小欄にサワラ，アスナ

ロ，ヒノキと書いています。私はこの本を高知の

県立牧野植物園の牧野文庫で見ましたが，ラテン

語の学名の横に「テウヤ・ドラブラタ，リンナ」

と朱書きがあり，牧野博士が書いたのではないか

と思い，牧野博士がアスナロを和名にしたのも，

この本によったのではないかと考えています。

翁アスナロの学名の意味

牧野富太郎は,アスナロの学名の属名ツヤを｢供

物」と訳しています。ツヨプシスは「ネズコ属に

似た」とあります。種小名のドラブラタは「斧状

の」で，鱗状の葉の形が手斧の形のようだという

意味です。

問題は，ツヤとツヨのほうで，供物では何のこ

とか不明です。そこでギリシャ語を調べましたと

ころ，ツオ「香り」と関連があるとわかり，ツオ

には神へ供えるイケニエや，神へ供える香炉の意

味もあり，牧野博士が「供物」とした理由がわか

ったのです。ネズコやアスナロの独特の木の香り

から学名がつけられたので，「香り」と訳すべきで

しょう。

●ヒバになった理由

青森では南部藩・津軽藩の時代から，青森ヒバ



をヒノキと呼んで，主に北陸方面の港に船で運ん

でいました。本当のヒノキと区別するときには，
かみがた

本物を上方ヒノキといい，青森のものは南部ヒノ

キとか，津軽ヒノキと呼んでいたそうです。

東京に本格的に出荷されるようになったのは，

日本鉄道会社の日本線（東北本線）の盛岡と青森

間が開通し,東京と青森が鉄道で結ばれた明治24

年(1891）以降です。明治28年ころ，東京深川木

場の松忠商店が，青森大林区署（青森営林局）の
そ塵かくさんとき

丸太6万石(220m3)を買い付け，杣角（刃広斧で

角材に）して移入しました。それを土台や柱など

に使用して好評を得，その後手挽きの角材が多逓

に入荷しはじめたと『木場商売史(6)』にあります。

青森大林区署でも，普及宣伝のため，青森ヒバ
ひのき

の杣角を｢青森桧｣と名付け,明治35年(1902)に

内藤署長自ら深川木場で，木場の方式によって市

売入札にかけました。自称青森ヒノキが多量に出

荷されるようになると，木場の市場ではいつの間
ひぱ

にか｢ヒバ｣と呼ばれ,｢楯｣の字が使われるように

なり，青森ヒノキの名は消えてしまいました。そ
らかんはく

こで大林区署ではr羅漢柏｣と書いて,ヒバと読ま

せるようにしたとあります(7)｡しかし,羅漢柏もそ

のうちに使われなくなり，柵の字が定着しました。

柵という字は漢字にはなく，造字（和字）で，
ほふる

木十屠（バラバラにして殺す）で，ヒバは生命力

が強く，木曽ヒノキの成長の邪魔になるところか

ら，ヒバの幼樹を見つけしだい抜き取り処分して

いたことに由来します。

飛騨高山（岐阜県）の富田淵彦が，嘉永6年

(1853）ごろに著した本(8)に出ていますので，江戸

時代後期には使われていたのでしょう。また，日

本の林学博士第一号の本多静六の『造林学各論(9)』

(明治31年）に，「ひば」羅漢柏（裾，明桧）とあ

りますので，静岡や木曽地帯の地方名が明治の後

期には正式名称となり，深川木場で木曽ヒノキを

扱っている人たちがヒバ蝿｣として，ヒノキとの

差別化に成功したことになります｡ヒバは本来｢檜

葉」で，ヒノキ状の鱗葉を持った木の総称です。

唇ヒノキアスナロの誕生

東北本線の東京～青森間の全通は，ヒノキアス

ナロという新変種の発見と誕生にも結び付いてい

きます。

明治24年9月から走り出した汽車は,冬になる

と野辺地駅周辺の雪の吹きだまりでしばしば立往

生しました。その前年にドイツから帰国していた

本多静六は，汽車不通の話を聞き，鉄道会社重役

の渋沢栄一に，帰国途上で見聞したカナダパシフ

イック鉄道の鉄道防雪林を説明し，その実施を説

いたのです。

明治26年の春,その提案を受けて野辺地駅周辺

に，日本で最初の鉄道防雪林の植林が本多静六指

導の下に始まりました。そのころ野辺地周辺のヒ

バ林を観察し，ヒバの枝葉や球果を手にした本多

から，牧野富太郎の手に青森のヒバが渡されたと

思われます。

牧野富太郎は，東京帝国大学理科大学の矢田部

教授の好意で，私的に本郷の植物学教室の出入り

を許されていた身分でした。たまたま教授の植物

図鑑と出版計画が重なり，教室の出入りを禁止さ

れ，泣く泣く駒場の帝大農科大学の片隅を借りて

研究を続けていました。そこに本多静六が帰国し，

居候の牧野と出会ったのです。その後間もなく牧

野は，理科大学の助手に正式採用され，植物学教

室に戻りましたが，本多との交流は続きました。

牧野は，本多から渡された青森のヒバに，明治

34年(1901）アスナロ属アスナロの一変種を新設

し，和名をヒノキアスナロとしました。シーボル

トのアスナロの学名に加えて，変種名は本多静六

の名前を記念したホンダイと命名しました。ヒノ
ツヨプシスドラプラタシーポルトエト

キアスナロ,(WZz"Opslsdりれ6γαtaSieboldet
ツッヵリー兵バル心＞ダイマキノ

Zuccarinivar・hondaiMakino)の誕生です。

林学者はヒバ（青森ヒバ）といい，材木として

木を見ていますが，植物学者はアスナロ（ヒノキ

アスナロ）といい，樹木として樹を見ているよう

に思えます｡本多静六の明治37年刊『森林家必携』

の中でも，「ひば属ひば｣で，牧野のヒノキアスナ

ロはまだ採用していません｡大正10年の同書の大

改訂版で，「ひば属ひば｣と変種｢あすなるひのき」

(val･.hondaiMakino)を初めて載せていますが，

ヒノキアスナロでないところが面白いと思ってい
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ます。大正5年の山林局の『日本樹名方言集』に

和名として「ヒバ」と変種「ヒノキアスナロ」が

出てきますが，まだヒバとして扱っています。

鐸ヒバはヒノキに劣るか

ヒノキは，法隆寺に代表されるように大変優れ

た木です。法隆寺に使われた木は樹齢二千年以上

の木ですが，現在はありません。日本で最高品質

の木曽ヒノキでも，樹齢では三百年から四百年程

度です。しかも木曽ヒノキの伐採できる量はごく

限られていて，量的にも価格的にも，とても一般

の住宅に使用できるようなものではありません。

ヒノキとして一般に使われているものは人工造

林がほとんどで，品質や耐久性では天然林である

木曽ヒノキに数段劣ります。

青森県内の青森ヒバは，ほとんどが天然林で，
ふき】pう

材はシロアリ，腐朽菌，湿気に大変強く，耐久性

では国産材の中では最も優れています。造林ヒノ

キよりはずっと勝っています。青森ヒバは生命力

が強く，厳しい気候風土の中で育ち，天然林とし

て自然に更新している木です。それに多少の人手

を加えることで，より優れた美林になることを実
きょうすけ

証したのが松川恭佐で，ヒバ林育ての親です。

本多造林学(9)には，ヒバ林の天然更新方法も述

べられています。本多静六からも学生時代学んだ

松川恭佐は，さらに観察と研究を進め，青森のヒ

バ林で実証してみせたのが下北半島の大畑と，津

軽半島増川にあるヒバ施業実験林です。
おさぺ

作家の長部日出雄氏は，松川恭佐の「…雨・雪

のなか，人の訪れもきわめて稀な山中で，黙々と

して栄え育ち，二百年，三百年の生命を保つ厳然

たるヒバ林を，私は偉大な生物として敬仰するも

のであります」を雑誌で読み，そこに書かれたヒ

バの姿に感動します。そしてヒバ林を訪ねて大畑

に行き，たまたま実験林を見にきていた松川氏と

出会います。その後，東京四ツ谷の日本林業技術

協会に松川氏を訪ね，ヒバについて聞いたことな

どが『津軽空想旅行く'0)』に載っています。

ツュンベリーは「アスナロは針葉樹中で最も美

しい木であると考える('1)」といい，中村浩も「ア

スナロの枝葉はヒノキより立派で，材も優秀で，

⑳－林業技術No.6851999.4

どうみてもひけをとらないばかりか，むしろ気品

のある木といえよう」といっています。

青森ヒバは，ヒノキアスナロという名前のため

に，明日ヒノキになろうとしてなれない木と調騨

されています。ヒバ林としての生命力，木として

の耐久性，色，香りを持ち，明日ヒノキになる必

要のない立派な木です。青森のヒバを植え，天然

林を守り育て，その価値を知って使ってほしいと

心から願うものです。
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世界の優れた文化財や自然環境は戦争や都市開

発，産業開発などによって常に破壊の危機に脅か

されている。ユネスコ(国連教育科学文化機関)の

総会（'972)で｢世界の文化遺産および自然遺産の

保護に関する条約」が採択され，’975年発効して

いる。この条約で,保護すべき世界遺産のリストア

ップと締約国の拠出した基金による国際的保護対

策の支援が進められている。

文化遺産は歴史,芸術,学術上顕著な価値のある

記念工作物建造物，遺跡

白神山地は東アジア冷温帯の代表的ブナ林がよ

くまとまって保存され，動植物相も豊富な地域で

ある。屋久島は海岸部の亜熱帯から亜高山帯まで

森林が典型的な垂直分布をしており，多くの固有

生物種やヤクスギ林など特異な生態系と優れた自

然景観が見られる地域である。これらの自然遺産

地域では，これまでも保護管理のための多くの措

置が取られてきたが，世界遺産として将来へ継承

するため，さらに新たな管理計画の策定とその実

行を関係機関の連絡の下で

君
■
塁
遍
名
画
再
里
語
響
署
象
項
番
理
恵
壁
霊
８
３
８
匁
０
．
号
■
３
頭
認
囚
思
麗
紫
司
醗
垂
骨
五
画
一
霊
ｆ
辱
詐
醇
魯
牙
■
色
耳
缶
私
事
謡
堅
轟
８
ｂ
い
む
量
尹
Ｆ
嗣
壷
３
９
８
超
・
・
Ｉ
マ
鞄
■
暴
君
暖
争
璽
、
鋲
呂
９
９
８
が
損
ｚ
Ｅ
ｌ
‐
恥
，
ず
３
番
一
Ｆ
ｅ
１
。
‐
，
１
，
，
，
－
ｚ
ｚ
Ｓ
３
息
昨
；
界

澗
踊
浮
評
耐
軸
か
・
・
‐
ｊ
製
唖
輔
計
申
舜
哩
討
謡
君
蓉
爵
【
串
鈩
，
や
‐
‐
，
牌
蕗
翫
弾
‘
奎
凸
題
・
’
乃
‐
出
睡
‐
Ｊ
唾
躍
鞭
罰
朝
稲
岡
“
餓
語
印
訊
型
Ⅱ
唖
方
角
‐
‐
最
踊
釘
‐
男
ギ
マ
叫
舎
唯
融
‐
鄙
韓
峻
溌
碓
‐
削
醗
・
】
尹
趣
唖
↑
頃
制
冠
窕
別
母
で
“
ず
評
当
翻
無
‐
和
敬
お
画
一
’

等であり，自然遺産は鑑賞，

学術，保護上顕著な価値の

ある特徴的な自然地域，絶

滅危慎種の生息地自然景

勝地等である。

現在締約国は150を超え，

登録遺産も560件に達して

いる(1998)。毎年ユネスコ

の遺産普録委員会で各国が

推薦する物件が審査され，

進めている。

わが国の自然遺産は上記

の2地域であるが，森林と

しては昨年末に新たに登録

された｢古都奈良の文化財」

の中に「春日山原始林」が

含まれている。この原始林

が白神山地や屋久島の原生

林のような自然遺産でなく，

文化遺産として登録された

甜

登録の可否が決定される。この際,登録の基準への

適合性や管理体制の整備などの審査と，現地調査

が行われる。

わが国も1992年,本条約に加盟し，文化遺産と

して,法隆寺,姫路城,古都京都の文化財,白川郷・

五箇村の合掌造り集落,厳島神社,原爆ドーム,古

都奈良の文化財の7件が登録され，自然遺産とし

て白神山地屋久島の2件が登録されてきた。

のには,わが国の伝統文化との関係がある｡わが国

では古来｢山｣を単なる自然とせず，神意の加わっ

た｢神のやどる山｣として考える伝統があった。春

日山原始林も春日大社の神域として，この伝統文

化の下で手厚く保護されてきた森林といえる。こ

れが文化的景観の一つとして文化遺産に加えられ

たことは，わが国の伝統的な森林文化が世界にお

いても認識されたという大きい意義があろう。
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訳／日本林業技術協会国際事業部

アゾレス諸島における

19世紀以降のスギ林分の経緯山

リスボンエ科大学農学高等研究所林学部

カーラ･ファリア識/マリア･ヘレナ･アルメイダ零＊
,1

（助教授）

れた樹種の中でも，日本スギ(C""077ze7"""0"-

"α)は環境に最も適応し，かつ最も早い成長を示

している。その結果1934年以降,スギは単純林と

して広範に植林されてきた。生産性評価結果は年

間平均成長堂20㎡/haで,5㎡/haを下回ること

は極めて稀である。

当地におけるスギ成長の主要な抑制要因は

A""""7""ze""菌(ナラタケ菌｡根朽病を引き

起こす）による損傷と風害である。第二世代，第

司二菖薔鯨輔鰯雪雲麓:。

＊ ＊＊

〈要旨＞

アゾレス諸島は，中部大西洋に位置する9つの

島（おおよそ北緯36.および39.の間，西経24.と

31.の間)で構成されている。日本スギの林分は約

15,075ha(森林総面積の約22%)で，そのうち

10,600haがサオ・ミゲル島に分布している。

このスギの種子は19世紀半ばに,新たな樹種を

利用した育林と景観改善を目的としてサオ・ミゲ

ル島に持ち込まれた。造林目的で同島に持ち込ま

図①位置図
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アゾレス諸島へのスギの由来

あ ポルトガル本国が15世紀に初めてアゾ

レス諸島に植民を開始して以来,サオ・ミゲ

ル島およびその他の島々の自然植生は乱伐

と森林火災にさらされてきた(Santos

l997)｡移住者は当初，建築材料およびエネ

ルギー源としてみ"z"g7'zzs67℃〃狗伽

Ant.,PibCO""e"glsfzD.C.,R〃α"z7z"S

"c"b"zzsZ,Heritierやその他の樹種で構

成されていた既存の潅木林の森林を伐採し

た。増加し続けた木材および薪炭材の利用，

集約的な放牧，そしてその後の石炭の生産

は，自然植生を大I偏に減少させると同時に

劣化させた(Santosl979)。

その後数世紀にわたって同島の農業経済
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は，小麦生産（1444-1500）に続き砂糖キビと麻

(1560年まで)，オレンジ隙lを中心とした果実栽端

(1714-1872)，より近年には茶，アルコールおよ

び砂糖産業向けのテンサイ，チコリ，甘藷そして

最後にはパイナップルといった作物の栽嬬による，

周期的な繁栄と危機を経験してきた(CarValh()

1997)。放牧地の拡大が定着した今口では,地元の

農業経済は牧畜業と酪農が主体となっている。

森林資源の乱用により18世紀にはすでに木材

の枯渇が生じ，その結果,PinuspmasterAitと

Cedrusがアゾレス諸島に持ち込まれた。また同

じころ，住民は表面流出と強風がもたらす土壌侵

食を防止するための造林の必要性に気がついた。

この時期には土地所有者の団体が森林地域の増大

と外来種の導入に中核的な役割を果たした(Cal･.

valhol979中のRegol934)。

19世紀の半ばになると，同団体の一員が当時ヨ

ーロッパ各地で導入された幾多の樹種と同様に，

サオ・ミゲル烏にスギを観賞樹として持ち込んだ。

その後，スギはアゾレス諸島全域で防風林および

生け垣としての利用のほか，土壌催食の防止や急

傾斜地における自然の水路保護にも州いられた

(Barcelosl996)。優れた適応性と成長の速さが造

林樹種としてのスギの地位を商め，その他の樹極

は急速に舞台裏に押しやられることとなった。

1925年にアゾレス諸島の木材市場は自給自足

を達成し，1934年以降スギの単一植栽体制がいっ

そう強化された。植林を伴うことなしに木材溌源

開発の規制が緩和された結果，森林総而砿が大I脇

に減少し，1951年の段階でサオ・ミゲル鳥では|副

島総面積の5％にまで激減したのである。森林局

の造林努力により，その後の15年間で森林面積は

倍増し，スギはその主力樹種であった。年間平均

成長量が20mﾘ/haを超え,5m:I/haを下|口|ることは

極めて稀な速い成長速度が,スギの単一植栽の進腱

をもたらした(Cal･valhol997中のSantosl978)｡

アゾレス諸島の地理・気候の特色概観

中部大西洋に位満するアゾレス諸島はサンタ・

マリア，サオ・ミゲル，テルセイラ，グラシオサ，

冬毎｡｡今÷一◆毎＝垂＝古■｡●凸cc心●■毎口＝＝－一心毎口

掲載の経緯について

林木育種センター育種部長田島正啓

1998年7月12日，リスボンエ科大学林学部のアル

メイダ助教授と名乗る方から突然林木育種センターに

ファックスが届いた。育種を専門とする女性研究者で

ある。文面を見るとrアソレス諸島森林局と共同でス

ギの育種を始めようと計画している。ついてはスギの

育種研究が進んでいる責機関で現地視察も含めてスギ

の勉強をさせてほしい…･」という内容であった。遠

く離れたアゾレス諸島で日本のスギをわざわざ扱わな

くても，近隣に適当な樹種があるだろうにと思いつつ，

来る者は拒まずで滞在期間1週間という日程調整を行

った。

11月16日,予定どおりアルメイダ助教授,森林局職

員，大学院生，計4人が来所した。ポルトガルといえ

ば，真っ先に頭をよぎるのが種子島銃と長崎の｢出島」

であり，日本の文化に多大な影響を与えた国である。

本題のアゾレス諸島で計画しているスギの育種につい

て質問をした。思わず「工シlそんなに前から日本の

スギが，本当ですか？」という言葉が飛び出した。助

教授の話によると，詳細な年代や経緯はわからないが

ポルトガル領におけるスギ造林の歴史は非常に古く，

19世紀中ごろとのことであった。ということは19世

紀中ごろあるいはそれ以前に日本のスギが海外に渡っ

ていだことになる。アゾレス諸島における現存のスギ

は数世代経過しており，育種的に改良を行う計画があ

るようである。

わが国の林業関係者でこの事実を知っている人は少

ないようで，また，植物学的にも興味がある話である

ので，アルメイダ助教授にお願いしてその概要を本誌

に紹介してもらうことにした。以下は，アルメイダ助

教授らによるアソレス諸島のスギ造林の紹介文である。

日本のスギ視察に訪れた一行。

灯から2"l1アルメイダ氏と3ifi-lファリア氏｡ﾊヅﾙiは,側
鵬林木育砿センター海外協力梛艮，右端は，奥山技'14｢
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表①アゾレス諸島各島の総面積,標高階別の面積分布および総森林面積(Santosl997)

標高階（％）

0-300m300-800m>800m

森林地域
（1）

限界地
に）

総森林面積

（1＋2）
総面積

（肥）
島名

2195

22000

8320
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値の変動幅は小さい。最大値（6－7°C)は夏に

記録され，最小値(4-5｡C)は冬に記録される。

サオ・ミゲル島の標高550mの森林地域における

厳小絶対気温は0℃で,最大絶対気温は25.5｡Cと

なっている(Bettencoul･tl979)。

年平均総降雨霊は約1,400mmで,西に位置する

島ほど，また標高が商いほど降雨量は高くなる。

年降雨域の65-70％は10月から3月にかけて記

録され，1月と2月が特に多雨で，7月に小雨と

なる。高標高地の林分では霧が生じることにより，

水資源鼓の増加に貢献している。年平均相対湿度

は80％で，一年を通じて大きな変化はない

(Bettencourtl979)｡年平均風速は時速101mから

251(mの間であるが,冬期には夏期の2倍ほどにな

る。また当地は時速1001伽を超える強風を伴う熱

帯暴風雨に頻繁にさらされる。（以下，次号）

（参考)19世紀中葉といえば,『日本植物誌』などを著した
シーボルト（在日1823～28,1859～62）をはじめ外国人
学者らがあいついで来日し,買易面では1859年に幕府が

露・仏・英・蘭・米との条約により横浜・長崎・箱館に
自由貿易港を開いている。また，幕府薩摩藩参加のパ
リ万博(1867)，日本として動橲物標本などを出展したウ
ィーン万博(1873)，そしてイギリスでの万国森林博覧会
（1884)など国際イベントも開催されている｡1868年の維
新後は，海外への派遣留学や，いわゆる外国人教師の招
へいも盛んに行われだ。

アゾレスヘ渡った日本のスギーいつ,だれが,どのよ
うに，まだ産地・ふる里はどこかといつだ謎を巡るロマ

ンは尽きない。［編集部］

サオ・ジョルジ，ファイアル，ピコ，プロレスそ

してコルボの島々で織成されている(図①)。これ

らの島々はおおよそ北緯36°と39°の間そして西

経24.と31.の間にあり，総而績は235,175haで，

同諸島最大のサオ･ミゲル島がそのうち76,500ha

(32.5％）を占めている。

表①に島別の総面績，標高階別而秋そして森林

と限界地を含む総森林而穣を示す。限界地は腱業

よりも木材生産に適した土地と考えられる。総森

林面積の約68.8％が私有地である｡森林としての

土地利用は標高300mと800mの間でより重要

であり，これより低い地域では草地としての利用

が主体となっている。サンタ・マリア烏およびグ

ラシオサ島以外では，この標高階の面積比率が高

い。例えばサオ・ミゲル島では標高400m以上，

傾斜度30％以上の土地面積は27,000haに及び，

全島面積の35％に達し,この地域では林業が老体

となっている｡現在,スギの林分は約15,075ha(全

森林面積の22％）で，その内10,600haがサオ・

ミゲル島に分布している(Santosl997)。

アゾレス諸島の土壌はFAOの分類に従うと

AndosolとRegosolで，年平均気温は約17･Cで

ある。月平均気温は一年を通じて多少変化し，最

大が8月(19-20℃),最低が2月(14｡C)となっ

ている。海洋性気候から予想されるように，平均
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ぐ棚田/段々畑の風景（パルバツト郡）
＄

制
度
が
備
わ
り
、
各
国
、
各
国
際
機
関

が
七
○
年
代
後
半
よ
り
そ
の
実
施
に
関

し
て
精
力
的
に
支
援
し
て
き
ま
し
た
が
、

す
べ
て
が
う
ま
く
運
ん
で
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
①
植
林
等

の
支
援
は
必
ず
し
も
貧
困
層
の
差
し
迫

っ
た
ニ
ー
ズ
と
の
関
係
が
見
え
ず
、
植

林
の
支
援
を
行
っ
て
も
な
か
な
か
き
ち

ん
と
維
持
管
理
ｌ
保
育
’
さ
れ
な
い
し
、

句
○
房
異
房
臼
．
の
Ｂ
宮
口
の
保
育
に
関
す

る
意
識
が
低
い
、
②
８
日
目
自
己
ご

ざ
馬
鷺
の
利
用
者
と
し
て
形
成
さ
れ
る

胃
愚
里
扁
曾
．
の
８
自
己
の
構
成
が
優
遇

カ
ー
ス
ト
グ
ル
ー
プ
に
偏
り
、
真
の
森

林
依
存
グ
ル
ー
プ
ー
貧
困
層
Ｉ
の

８
冒
弓
旨
ヨ
ご
さ
愚
翼
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
制
限
さ
れ
て
し
ま
う
、
等
の
問
題
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲植樹風景（カスキ郡アルバVDC)

加
え
て
、
森
林
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
か
か
わ
ら
ず
、
村
を
歩
い
て
お
り
ま

す
と
、
よ
く
壊
れ
て
使
え
な
い
イ
ン
フ

ラ
施
設
を
見
か
け
ま
す
。
周
辺
住
民
に

質
問
し
ま
す
と
、
「
こ
れ
は
、
○
△
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
作
っ
て
く
れ
た
が
、
壊

れ
て
使
え
な
い
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が

戻
っ
て
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
住
民
は
「
ド

ナ
ー
が
や
り
た
く
て
勝
手
に
作
っ
た
の

だ
か
ら
、
補
修
も
ド
ナ
ー
が
や
る
べ
き
」

と
い
う
風
に
受
け
取
っ
て
お
り
、
そ
の

イ
ン
フ
ラ
施
設
に
対
す
る
Ｃ
言
冒
曾
‐

普
冒
意
識
が
欠
除
し
て
い
ま
す
。

こ
の
現
状
は
住
民
側
に
落
ち
度
が
あ

る
の
で
は
な
く
、
「
住
民
が
必
要
と
し
、

住
民
が
自
ら
実
施
す
る
案
件
」
に
対
し

て
支
援
す
る
と
い
う
視
点
に
欠
け
て
い

た
ド
ナ
ー
側
に
責
任
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

〃
森
林
保
全
″
を
目
的
と
し
つ
つ
も
、
あ

く
ま
で
も
住
民
ニ
ー
ズ
の
高
い
案
件
ｌ

他
の
分
野
で
あ
っ
て
も
ｌ
を
優
先
し
て

支
援
し
て
い
く
手
法
を
採
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
側
か
ら
「
○

△
の
分
野
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
で
す

が
、
要
望
は
あ
り
ま
す
か
」
と
い
う
問

い
か
け
で
は
な
く
、
「
生
活
改
善
、
村
落

振
興
や
森
林
の
保
全
に
か
か
わ
る
要
望

で
、
ニ
ー
ズ
の
高
い
も
の
か
ら
支
援
し
ま

す
」
と
い
う
問
い
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

山
間
部
で
の
事
業
で
す
の
で
、
社
会
．

生
活
イ
ン
フ
ラ
で
あ
っ
て
も
、
農
業
イ
ン

フ
ラ
で
あ
っ
て
も
そ
の
維
持
・
管
理
を
考

え
る
際
に
は
、
周
辺
の
森
林
の
保
全
が
不

可
欠
で
す
。
ま
た
、
農
業
関
連
の
所
得
向

上
事
業
に
も
投
入
資
源
の
供
給
源
と
し
て

の
森
林
の
保
全
が
必
要
で
す
。
識
字
率
の

低
い
山
間
部
で
こ
の
理
屈
を
言
葉
で
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
は
大
変
難
し
く
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
具
体
的
な
現
場
で
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
事
業
計
画
書
を
作
成
し
、

事
業
を
実
施
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
、
住
民
グ

ル
ー
プ
に
確
認
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
ま

し
た
。
こ
れ
が
環
境
教
育
で
す
。

つ
ま
り
、
「
何
で
も
や
り
ま
す
」
と
い
う

看
板
は
掲
げ
ま
す
が
、
森
林
保
全
と
の
関

連
を
見
据
え
て
案
件
形
成
を
図
る
と
い
う

ア
プ
ロ
ー
チ
を
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
追
求
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
す
。
一
‐
急
が

ば
回
れ
」
と
い
い
ま
す
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
倖
戻
の
ほ
う
か
ら
「
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
植
林
の
要
素
を
加
え
る
こ
と
も
必
要

だ
が
、
も
っ
と
８
日
冒
冒
昌
辱
さ
房
輿
を
申

請
し
て
、
植
林
を
し
た
い
」
と
い
う
声
が
出

て
く
る
よ
う
に
〃
対
話
″
し
つ
つ
、
〃
普
及
．

啓
発
″
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
し
た
。

「
ネ
パ
ー
ル
で
は
国
民
の
大
半
が
い
ま
だ

貧
し
く
、
森
林
に
そ
の
生
活
の
糧
を
依
存

し
て
お
り
、
政
府
と
し
て
国
民
に
提
供
で

き
る
唯
一
の
資
産
一
‐
壷
‐
調
‐
鋤
‐
伽
‐
例
‐
‐
‐
‐
一

韓
羅
謡
麓
剰

一
ご
例
性
↓
ま
。
一

Ｑ
弓
職
員
で
あ
っ

鷆
窯
忌
驚
鶏

ロ
ジ
エ
ク
ト
で
は
、
一
轌
郵
峰
需
鋤
垂
一

劃
癖
鯏
鯏
ゆ
榊
州
斗
誰
朧
》
》
》
》
口

保
全
の
担
い
手
と
一
睡
蹄
”
零
幅
糖
一

鎌

等
を
基
に
、
公
平
一
業
ｊ
産
－
低
い

な
ｇ
ｇ
ｇ
屋
昌
冒
一
瞬
訓
峠
》
麺
酔
一

冒
裂
＄
↑
の
設
定
の
一
は
紬
函
や
儂
争
一

あ
り
方
の
基
準
作
一
謡
垂
得
伽
蚤
密
一

り
に
励
ん
で
い
ま
一
酔
訊
輌
琳
鐸
ば
一

一
り
て
↓
う
低
え
｝

す
。
１
，
，
：
！
‘
．
；
…
：
；
，
，
，
』
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今
回
か
ら
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
念
．

手
法
」
を
解
説
し
ま
す
。
ま
ず
、
〃
な
ぜ

８
昌
昌
巨
昌
ど
き
目
．
⑦
里
ご
Ｄ
な
の
か
〃
と

い
う
点
で
す
。

そ
れ
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
「
村
落

振
興
（
か
ら
）
森
林
保
全
（
へ
可
」
に

要
約
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
ま
ず
山
間
部
の
村
落
／
集
落
に
お

い
て
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
盤
備
や
福
祉
向

上
・
環
境
教
育
等
の
支
援
を
実
施
し
、

②
そ
こ
の
農
業
、
燃
材
料
や
社
会
イ
ン

フ
ラ
を
支
え
て
い
る
森
林
の
減
少
・
劣

化
が
、
や
が
て
は
そ
の
村
落
／
集
落
の

持
続
的
な
発
展
を
脅
か
す
〃
貧
困
の
悪

循
環
初
に
陥
っ
て
い
る
現
状
を
理
解

し
て
も
ら
い
、
③
森
林
の
保
全
・
造
成

に
対
す
る
住
民
の
〃
主
体
的
な
″
活
動

を
醸
成
す
る
、

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
で
す
。

８
日
冒
昌
］
旨
『
言
扇
淫
昌
で
の
森
林

と
は
、
単
に
用
材
生
産
と
し
て
の
林
業

の
対
象
に
と
ど
ま
ら
ず
、
山
村
社
会
の

生
活
・
生
産
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
資
材
を

供
給
す
る
源
で
あ
り
、
多
面
的
な
機

能
・
便
益
の
発
揮
が
期
待
さ
れ
て
い
る

森
林
で
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の

８
目
ョ
屋
己
言
言
扇
興
国
の
位
臘
付
け

を
理
解
し
て
も
ら
う
に
は
、
こ
こ
で
、

ネ
パ
ー
ル
で
の
森
林
政
策
の
変
遷
に
つ

い
て
触
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〔
ネ
パ
ー
ル
の
森
林
政
策
の
変
遷
諏

Ｃ
Ｏ
ヨ
ヨ
匡
．
詳
匡
希
Ｏ
「
の
の
ヰ
ビ
の
背

景
〕
ネ
パ
ー
ル
の
国
土
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ

山
脈
に
代
表
さ
れ
る
山
岳
地
形
を
な
し
、

国
土
の
帥
％
以
上
が
起
伏
の
多
い
山
地

で
す
。
耕
地
と
し
て
の
平
坦
な
土
地
が

限
ら
れ
て
い
る
山
間
部
地
域
（
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
対
象
地
域
の
標
高
は
六
○
○
メ

ー
ト
ル
か
ら
三
、
○
○
○
メ
ー
ト
ル
）

で
は
、
比
較
的
緩
い
傾
斜
の
森
林
ｌ
日

照
条
件
の
良
い
尾
根
筋
や
南
面
斜
面
ｌ

を
棚
田
／
段
々
畑
（
水
路
等
の
導
水
に

か
ん
が
い

よ
り
瀧
慨
で
き
る
所
は
稲
作
用
の
「
棚

田
」
に
な
り
、
天
水
の
み
の
所
は
ヒ
エ

等
の
「
段
々
畑
」
と
し
て
利
用
さ
れ
ま

す
）
と
し
て
転
用
・
利
用
し
て
き
て
お

り
、
残
さ
れ
た
森
林
（
耕
作
限
界
を
超

え
る
急
傾
斜
地
お
よ
び
北
面
斜
面
）
に

つ
い
て
も
林
産
物
、
農
業
生
産
資
材
、

水
資
源
等
の
供
給
源
と
し
て
の
利
用
が

な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

旧
来
の
慣
習
下
で
は
、
若
干
の
私
有

林
に
加
え
て
、
大
部
分
の
森
林
は
日
本

の
入
会
林
制
度
の
よ
う
な
利
用
、
つ
ま

り
、
地
域
ご
と
の
秩
序
あ
る
慣
行
的
共

同
利
用
が
長
く
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

一
九
五
七
年
に
施
行
さ
れ
た
「
す
べ
て

の
森
林
の
国
有
化
政
策
（
小
面
積
の
個

人
所
有
に
つ
い
て
の
み
例
外
と
し
つ
つ
、

す
べ
て
の
森
林
を
国
有
林
と
し
ま
し

た
）
」
は
、
そ
の
導
入
意
図
と
は
裏
腹
に

森
林
の
荒
廃
を
促
進
し
て
き
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
森
林
減
少
を
食
い
止
め
る

た
め
に
「
国
有
林
化
」
し
た
際
に
、
旧

来
の
住
民
の
利
川
椛
（
住
民
間
で
構
築

さ
れ
て
き
た
利
用
の
ル
ー
ル
と
そ
の
モ

ラ
ル
）
が
否
定
さ
れ
、
住
民
間
の
自
主

的
な
制
限
的
利
用
の
ル
ー
ル
と
モ
ラ
ル

と
い
う
重
石
が
外
れ
、
住
民
の
近
視
眼

的
な
私
利
・
私
欲
の
追
求
が
顕
在
化
し
、

官
憲
へ
の
賄
賂
等
に
よ
る
違
法
な
伐
採

繊繊

]

畷毎繊航unity雰鐵熊涛薮葱

の
横
行
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

か
え
っ
て
森
林
減
少
に
拍
車
が
か
か
っ

た
と
分
析
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
状
況
を
打
破
す
る
た
め
、
一
九

七
八
年
よ
り
は
国
有
林
の
地
方
行
政
組

織
（
國
胃
言
冨
頃
自
治
体
と
は
少
々

異
な
り
ま
す
）
へ
の
利
用
権
の
移
譲
施

策
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
現

在
ま
で
ネ
パ
ー
ル
で
の
森
林
政
策
上
の

叩
心
的
施
策
と
な
っ
て
い
る
８
目
‐

冒
巨
嵐
ご
旨
．
＄
《
星
制
度
の
ス
タ
ー
ト

で
す
。
こ
の
と
き
の
利
用
対
象
は
勺
昌
‐

呂
昌
員
単
位
の
み
で
、
行
政
組
織
上
の

政
治
権
力
屑
（
僅
遇
カ
ー
ス
ト
グ
ル
ー

プ
が
中
心
）
が
主
に
利
益
を
享
受
す
る

と
い
う
限
定
的
な
ア
ク
セ
ス
権
の
付
与

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

一
九
九
○
年
の
民
主
化
を
経
て
九
三

年
に
は
、
行
政
の
単
位
に
は
と
ら
わ
れ

な
い
共
同
利
用
体
に
対
し
て
の
移
譲
が

制
度
と
し
て
認
め
ら
れ
、
森
林
資
源
に

依
存
し
て
い
る
任
意
の
句
○
局
興
国
の
臼

９
．
自
己
の
権
利
が
認
め
ら
れ
る
制
度

が
整
い
ま
し
た
。

｛
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
Ｏ
ロ
ヨ
ー

ヨ
匡
三
ご
命
Ｏ
Ｂ
呉
昌
の
位
置
づ

け
〕
か
く
し
て
、
ネ
パ
ー
ル
で
は
、

８
ヨ
ョ
目
〕
房
、
ざ
局
里
昌
の
推
進
と
い

う
観
点
か
ら
世
界
で
も
最
も
革
新
的
な
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ぐにぎわう夏の三内丸山遺跡一復元された巨大6本柱。

現形態には紺:余IIII折をたどった。実位|間は手前左のドームの巾

本
稲
で
は
、
時
空
を
超
え
た
古
代
の
森
、
縄
文
原
風

景
に
も
想
像
力
を
膨
ら
ま
せ
て
ゆ
き
た
い
。

●
山
と
海
の
絆
は
強
く
ｌ
海
と
山
の
特
産
品
の

フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
か
ら

毎
年
、
初
雪
の
た
よ
り
を
聞
く
こ
ろ
、
陸
奥
湾
東

部
の
各
漁
港
で
は
ナ
マ
コ
の
水
揚
げ
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
る
。
遠
望
す
る
津
軽
半
島
の
雪
に
覆
わ
れ
た
峰
々

が
陽
光
の
加
減
で
青
く
見
え
る
こ
ろ
だ
。

最
近
、
こ
の
ナ
マ
コ
を
有
名
に
し
て
い
る
の
は
、

味
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
容
器
で
あ
る
。
こ
れ
が

ち
ょ
っ
と
し
た
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。

自
然
の
恵
み
の
海
産
物
を
入
れ
る
の
に
、
石
油
化

学
製
品
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
は
ミ
ス
マ
ッ
チ
。
海
の

特
産
品
を
入
れ
る
に
は
、
山
の
特
産
品
を
使
う
の
が

よ
い
。
実
は
、
独
特
の
森
の
香
り
が
す
る
ヒ
バ
（
ヒ

ノ
キ
ア
ス
ナ
ロ
）
の
小
樽
が
使
わ
れ
て
い
る
。

ヒ
バ
は
ア
ス
ナ
ロ
の
北
方
型
と
い
わ
れ
、
津
軽
．遙鍔

下
北
両
半
島
の
尾
根
筋
を
主
体
に
見
ら
れ
る
。
土
壌

条
件
の
良
く
な
い
灰
色
の
ポ
ド
ソ
ー
ル
土
壌
が
優
占

す
る
場
所
だ
。
ヒ
ノ
キ
チ
オ
ー
ル
と
い
う
香
油
を
含

有
し
、
ヒ
バ
で
建
築
し
た
家
に
は
三
年
、
蚊
な
ど
が

寄
り
つ
か
な
い
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
抗
菌
作

用
を
持
ち
、
リ
ン
ゴ
の
大
敵
ふ
ら
ん
病
退
治
に
も
使

用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
芳
香
を
持
つ
、
極
め
て
地
域

性
を
持
つ
ヒ
バ
の
樽
に
詰
め
ら
れ
た
ナ
マ
コ
が
他
県

で
人
気
が
あ
る
と
い
う
の
も
、
ま
た
興
味
深
い
。

●
自
己
完
結
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
よ
い
の
か

こ
れ
ま
で
、
海
の
も
の
は
海
だ
け
で
、
山
の
こ
と

は
山
だ
け
で
考
え
れ
ば
そ
れ
で
い
い
、
と
い
う
、
あ

る
意
味
で
の
自
己
完
結
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
あ
っ
た

よ
う
に
思
う
。

と
こ
ろ
が
、
「
エ
ゾ
の
三
絶
」
の
一
つ
と
い
わ
れ
た

厚
岸
湾
の
カ
キ
、
秋
田
の
ハ
タ
ハ
タ
、
北
海
道
の
ニ

シ
ン
の
漁
獲
量
の
減
少
が
目
立
っ
て
く
る
と
、
そ
の

7

蕊
■
ｔ

襟裳岬の緑化復元一日本の名松百選のひとつ

立
っ
て
く
る
と
、
そ
の

現
象
に
つ
い
て
、
「
単
に

護
り
過
ぎ
た
か
ら
」
と

い
う
以
外
の
サ
ム
シ
ン

グ
を
考
え
る
人
々
が
出

現
し
た
。
さ
ら
に
そ
の

心
を
行
動
に
表
現
す
る

人
た
ち
も
生
ま
れ
た
。

例
え
ば
、
カ
キ
の
産
地

は
世
界
的
に
見
て
も
河

口
近
く
に
あ
る
。
別
寒

部
牛
川
、
北
上
川
、
太

田
川
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
、

ロ
ア
ー
ル
川
。
こ
れ
に

気
づ
い
た
宮
城
県
唐
桑

半
島
の
漁
師
た
ち
は
、
ブ
ナ
な
ど
の
苗
木
を
担
ぎ
、

山
に
登
っ
た
。

海
に
注
ぐ
川
の
水
は
上
流
の
森
か
ら
や
っ
て
く
る
。

そ
の
山
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
視
点
豊
か
に
気
づ

い
た
人
々
で
あ
る
。
山
が
海
を
か
ん
養
し
、
海
に
と

ゆ
り
か
ご

っ
て
山
は
揺
鯖
で
あ
る
。
考
え
て
み
れ
ば
不
思
議
な

こ
と
だ
。
目
に
は
見
え
な
い
形
で
、
森
林
の
瀧
分
は

徐
々
に
川
下
に
流
れ
出
す
。
森
が
安
定
し
て
い
れ
ば
、

そ
の
流
出
す
る
成
分
も
一
定
の
は
ず
で
あ
る
。
地
表

の
状
態
に
よ
っ
て
流
出
す
る
土
壌
の
雄
に
大
き
な
差

が
あ
る
こ
と
を
、
治
山
の
セ
オ
リ
ー
は
教
え
て
く
れ

る
。

●
襟
裳
岬
に
立
っ
て

風
の
強
い
襟
裳
岬
に
た
た
ず
み
、
南
を
見
は
る
か

す
と
、
百
人
浜
の
左
手
に
黒
々
と
ク
ロ
マ
ッ
林
が
見

え
る
。
第
一
線
は
樹
高
も
低
い
が
、
内
陸
部
は
樹
高

も
伸
び
、
り
っ
ぱ
な
林
に
な
っ
て
い
る
。
一
時
、
襟

裳
砂
漠
と
ま
で
言
わ
れ
た
浜
は
、
再
び
緑
の
岬
に
戻

っ
た
。
実
は
、
当
た
り
前
に
見
え
る
よ
う
な
林
も
、

お
び
た
だ
し
い
労
苦
と
莫
大
な
予
算
が
費
や
さ
れ
た

と
い
う
秘
め
た
る
歴
史
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。

世
紀
末
を
迎
え
て
い
る
。
日
高
の
山
並
み
に
続
く

襟
裳
の
林
を
見
て
い
る
と
現
地
に
適
合
し
た
生
態
学

的
手
法
に
基
づ
い
た
正
攻
法
と
い
う
方
式
の
力
強
さ

を
知
ら
さ
れ
る
。
平
成
大
不
況
の
中
、
漂
う
時
代
の

閉
塞
感
を
打
破
す
る
に
は
、
狭
除
な
分
野
に
留
ま
ら

ず
に
、
権
益
と
専
門
分
野
の
領
域
を
超
え
た
ノ
ン
マ

ー
ジ
ナ
ル
（
非
境
界
）
総
合
学
の
出
現
が
待
た
れ
る
。

ひ
そ
や
か
な
森
へ
の
思
い
が
、
今
、
「
川
」
を
往
還

し
始
め
た
。
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一
豆
》
筵
『
弓

電
豆
耐
辰

琶
砥
恵

Ｊ

Ｌ
』
『
恥

，
『
ご
一
炉
当
酉

竃
Ｊ
池
．
空
』
蜂

」
“
・
卸
』
一
遇

営震瀧樹嬢 毒濯謬雑鑿

●
縄
文
に
つ
な
が
る
ナ
ラ
林

文
化

「
花
を
の
み
待
つ
ら
む
人
に
山

里
の
雪
間
の
草
の
春
を
み
せ
ば

や
」
（
藤
原
家
隆
）

オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
北
帰
行
も

終
わ
っ
た
。
人
々
と
の
出
会
い
と

別
れ
が
行
き
交
う
四
月
。
キ
ブ
シ

の
花
が
里
山
に
ゆ
れ
て
い
る
。
よ

う
や
く
こ
こ
北
の
大
地
に
も
春
。

三
月
初
め
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を

履
い
て
八
甲
田
山
麓
を
歩
い
た
。

首
都
圏
か
ら
の
梅
だ
よ
り
が
聞

こ
え
る
こ
ろ
、
私
の
住
む
青
森
市

は
い
ま
だ
深
い
雪
の
中
。
新
雪
に

足
を
と
ら
れ
、
林
間
を
ゆ
く
。
堅

く
芽
鱗
を
閉
じ
た
ブ
ナ
・
ミ
ズ
ナ

ラ
に
春
遠
し
の
季
節
を
確
認
す
る
。

し
か
し
、
ミ
ズ
キ
の
紅
化
し
た

枝
先
や
、
勾
玉
状
に
膨
ら
ん
だ
マ

ル
バ
マ
ン
サ
ク
の
花
芽
を
見
る
と
、

そ
っ
と
忍
び
寄
っ
て
き
た
春
に
気

づ
く
は
す
る
も
の
の
、
市
街
地
の

路
傍
に
ロ
ー
タ
リ
ー
車
に
削
ら
れ
、

障
壁
の
よ
う
に
な
っ
た
雪
を
見
る

と
、
広
葉
樹
林
の
雪
間
に
見
つ
け

た
春
は
バ
ー
チ
ャ
ル
だ
っ
た
の
か

と
、
目
前
の
現
実
が
〃
を
増
す
。

昨
年
秋
の
気
象
庁
の
長
期
予
報

で
は
、
「
今
年
の
冬
は
久
し
ぶ
り
に

冬
ら
し
い
冬
」
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。
こ
う
し
た
予
報
を
聞
く
だ
け
で
、
私
た
ち
雪
国

の
住
人
は
、
市
民
生
活
に
お
け
る
除
排
雪
と
、
厳
冬

期
に
お
け
る
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
制
動
力
不
足

に
悩
む
日
常
が
や
っ
て
く
る
こ
と
に
、
う
ん
ざ
り
す

る
の
で
あ
る
。

実
際
、
全
市
の
一
斉
除
排
雪
に
は
二
千
台
の
重
機

と
一
週
間
の
作
業
期
間
、
そ
し
て
一
五
億
円
の
賀
用

が
必
要
な
の
で
あ
る
。
た
っ
た
一
回
分
で
膨
大
な
人

手
と
経
賀
を
要
す
る
。
そ
の
積
雪
も
、
今
年
二
月
二

十
三
日
現
在
、
一
四
七
セ
ン
チ
と
平
成
に
入
っ
て
か

ら
最
高
値
を
記
録
。
三
月
一
日
現
在
、
前
年
同
日
の

約
三
倍
。
青
森
市
は
豪
雪
都
市
で
あ
る
。

こ
れ
が
、
青
森
市
の
三
内
丸
山
遺
跡
が
栄
え
た
と

さ
れ
る
今
か
ら
約
五
千
五
百
～
四
千
年
前
の
縄
文
時

代
前
期
中
葉
・
中
期
当
時
の
気
候
は
ど
う
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
細
か
く
見
て
ゆ
く
と
、
一
概
に
ヒ
プ
シ

サ
ー
マ
ル
（
気
候
温
暖
期
）
の
影
響
下
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
も
検
討
を
要
す
る
よ
う
だ
が
、
当
時
の
東

川
水
は
、
現
代
よ
り
は
気
温
が
二
度
前
後
高
か
っ
た

と
も
言
わ
れ
る
。
二
度
と
い
う
の
は
大
変
な
温
度
差

で
あ
る
。
例
え
ば
、
青
森
市
が
仙
台
市
の
あ
た
り
ま

で
南
下
し
た
よ
う
な
も
の
だ
。
夏
緑
広
葉
樹
林
帯
と

照
葉
樹
林
帯
の
北
端
が
ほ
ぼ
入
れ
替
わ
る
の
に
等
し

い
。
こ
の
高
温
に
よ
り
、
日
本
海
側
は
積
雪
が
減
少

乾
燥
化
し
、
森
林
優
占
種
も
変
化
。
ブ
ナ
か
ら
、
よ

り
乾
燥
に
強
い
ナ
ラ
類
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
と
さ
れ

る
。
こ
れ
が
事
実
だ
と
す
れ
ば
、
三
内
丸
山
遺
跡
は

ブ
ナ
林
文
化
よ
り
さ
ら
に
包
括
的
な
「
ナ
ラ
林
文
化
』

（
佐
々
木
尚
明
、
一
九
九
三
）
の
一
大
セ
ン
タ
ー
の
可

能
性
も
出
て
く
る
。

仮
に
ブ
ナ
が
優
占
す
る
原
風
景
が
あ
っ
た
と
し
て

<筆者紹介＞

も
、
千
五
百
年
の
間
、
定
住
生
活
が
続
い
た
と
す
れ

ば
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
変
化
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
に
違

い
な
く
、
そ
の
中
で
相
当
量
の
森
林
の
破
壊
も
あ
っ

た
こ
と
だ
ろ
う
。

●
ブ
ナ
の
分
布
を
決
め
る
も
の
は

ブ
ナ
、
ナ
ラ
が
多
く
見
ら
れ
る
森
林
地
域
は
、
温

度
に
着
側
し
て
分
類
す
れ
ば
「
冷
淵
帯
落
葉
広
葉
樹

林
帯
」
で
あ
り
、
相
観
に
よ
れ
ば
「
夏
緑
広
葉
樹
林
」

と
な
る
。
植
物
社
会
学
的
に
言
え
ば
、
「
ミ
ズ
ナ
ラ
ー
ブ

ナ
ク
ラ
ス
」
と
い
う
名
称
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
ブ
ナ

林
に
お
い
て
、
人
の
干
渉
が
持
続
す
れ
ば
、
や
が
て

ナ
ラ
類
が
優
占
す
る
。
宇
都
宮
大
学
の
谷
本
教
授
に

よ
る
と
、
こ
の
移
行
現
象
は
ブ
ナ
と
ナ
ラ
の
結
実
に

要
す
る
年
数
の
違
い
で
あ
り
、
ブ
ナ
の
ほ
う
が
よ
り

長
い
時
間
を
要
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

私
の
関
心
事
は
も
う
一
つ
あ
る
。
当
時
の
森
林
病

害
虫
で
あ
る
。
現
在
、
日
本
海
側
で
広
が
っ
て
い
る

ナ
ラ
類
の
葉
に
加
害
す
る
「
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム

シ
」
は
縄
文
の
森
に
生
息
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

う
。
一
九
七
六
か
ら
尚
森
県
内
で
カ
モ
シ
カ
の
社
会
一

行
動
調
査
を
開
始
。
こ
れ
ま
で
二
同
カ
モ
シ
カ
と
ブ
ー

ナ
林
の
写
真
個
展
を
開
仙
。
長
年
自
然
観
察
運
動
を
一

展
開
。
自
然
観
察
指
導
員
。
著
撚
に
霜
カ
モ
シ
カ
の
一

森
か
ら
』
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
）
、
『
東
奥
歳
時
記
員
共
箸
．
一

束
奥
日
報
社
）
・
現
在
、
青
森
ネ
イ
チ
ャ
ー
ウ
オ
ー
ク
一

倶
楽
部
代
表
。
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‐
９
１
ト
ー
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１
１
０
６
６
０
Ⅱ
■
．
．
■
Ⅱ
一

一
九
四
七
年
生
ま
れ
。
信
州
一

大
学
卒
業
後
、
青
森
県
に
勤
務
。
一

治
山
課
森
林
保
護
班
長
を
務
め
、
一

本
年
四
月
よ
り
現
職
。
一
九
七
一

源
、
八
一
年
の
二
回
、
私
的
に
一

ア
ラ
ス
カ
州
で
野
生
動
物
管
理
一

と
磯
境
教
育
の
実
態
調
査
を
行
一
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、 ●ヨフ
ｑ
９

や
十
』

国

個以上はあるものと思われます。

なお，国際モデルフォレストネッ

トワーク(IMFN)のホームページ

はhttp://www.idrc.ca/imfn/で

す。日本でも’997年度から，四国

の四万十川流域や北海道の石狩川

流域でモデルフォレスト設定のた

めの基礎調査が始まりました。日

本の林野庁もモデルフォレストの

活動を積極的に支援しており，林

野庁主催の「モデル森林の推進に

関する国際ワークショップ」が，

昨年3月には東京で，本年3月に

は伊勢市と宮川村で開催されまし

た。

大杉谷渓谷を源流域とし三重県

の中部を東へ流れ伊勢湾に注ぐ宮

川は清流として有名ですが，その

流域は豊かな自然が残っていると

ともに，林業や林産業が盛んな地

域でもありますので，モデルフォ

レストの候補地として最適である

と考えています。私たちの研究グ

ループは97年度から宮川流域を

5 ﾐナー④田中和博の
隼ハ．
労

一
一

モデ溌蕊霧レスト
、

悪
毎
承
屈
乙
脹
係
醗
溌
魯
汗
璽
男
賀
哩
１
６
ｔ
‐
２
‐
才
奄
専
さ
虹
邑
３
‐
．
。
‘
・
弓
侭
寺
下
・
も
Ｆ
牌

場の人々の営みも視野に入れて，

地域全体の生態系を保全しようと

するものです。また,環境に与える

負荷をできるかぎり小さくするこ

とができるような産業構造を模索

していこうとしています。こうし

た考え方は，アメリカで発生し普

及しつつあるパイオリージョン

(生命地域）と呼ばれる環境保全運

動にもつながるものです。

1992年の地球サミットを契機と

して，モデルフォレストの国際ネ

ットワーク化が進んだことにより，

モデルフォレストの数は年々増加

しています。現在は，世界中で30

最近，世界各地にモデルフォレ

ストが作られています。モデルフ

ォレストとは，生態系の保全と林

業などの地場産業との共存を図り，

持続可能な地域社会を築くために

進められている大規模な野外試験

のことです。1990年にカナダ全州

の森林大臣評議会議で，モデルフ

ォレストの概念が提案されたのが

始まりです。

モデルフォレストの考え方は，

自然や野生生物の絶対的な保護を

唱えるのではなく，農業や林業，

製紙業などの地場産業の振興や，

その地域に生活するさまざまな立

§
』
・
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木材は薪炭材，建築資材，紙の用材については，人口

原材料等として先進国，開発途上I人当たり消費量が1

国を問わず，人類の生活に欠かせしたことから，消費量

ない 資 材 で ある。は3倍に増加した。

世界の木材消費量は長期的に増平成7年(1995)に

加する傾向にあり，特に開発途上おける先進地域の1人

国での木材消費量の増加が顕著で当たりの用材消費量は

ある。開発途上地域では，過去300.84nfと試算される

年間に主に人口増加により薪炭材（表参照)。近年では，

の消費量は2倍となった。また，

表世界の木材消費量（平成7年＝1995）

用材については，人口増加に加え，旧ソ連，東欧において製材用の木

I人当たり消費量が|､9倍に増加材の生産量が減少しているものの，

したことから’消費量図1人当たり国内総生産と用材消費量（国別）
は3倍に増加した。 l1f／人
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注：I世界の64カ国についてプロットしたものである。
2木材消黄量は「STATISTICSDATABASE」に基づいて試算
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趣籠抄？研究対象地として，モデルフォレ

ストにおけるGIS(地理情報シス

テム）の役割について研究をして

います。

97年度に三重県と共同で行っ

た研究の報告要旨が三重県のホー

ムページで検索・閲覧できます

(http://www.pref.mie.jp/KENSA-

KU/のページに入り，モデルフォ

レストを検索してみてください)。

モデルフオレストでは，生態系

に関するさまざまな自然的要素と

地場産業等に関するさまざまな社

会的要素とが複雑に関係し合いま

すので，それらの現状を分析した

り，具体的な行動計画を作成する

ためにはコンピュータの支援が必

要になります。私たちの研究グル

ープは，地域生態系に関係する基

礎情報や林業に関係する森林資源

情報を収集し，それらの情報を

GISを使って解析する研究に取り

組んでいます。

(たなかかずひろ／
京都府立大学農学部教授）

麗石諺ム
「群馬県の林業」（群馬県山林

会，大正14年）の中に，「明治

’4年度より5カ年間，榛名山麓

;より発し烏川に入る白川流域に

対し，砂防工事を施工したるを

以て其囑矢とせり」との記述が

ある。これらはデ・レーケが築

いたといわれるダムで，その一

つを昨年の終わりに行われた緑

の団体協議会恒例の研修旅行で

訪れた。ダムは巨石を積み重ね

た堤高5.76m,堤長|4.6m,天

端幅4.6mの大きな規模を持っ

ている。このダムはまだ名前が

ないということで，設置されて

いる場所の名と巨石で造られて

いるという理由から参加者全員

が相談して「榛名巨石ダム」と

呼ぶことにした。

名前がないのもそれなりの訳

があった。ダムが築設されてい

る場所は榛名山の東麓，白川の

；1源流地域で，かつては陸軍の演

『習地昭和21年以降はアメリカ

・軍，次いで自衛隊の演習地とし

1て立入りの不可能な場所だった

からである｡県の工事記録の記i
述はあっても実物を見た人はい＃

ないという,いわば｢幻のダﾑ』；
だったのである。ダムが発見さ；

れたのは,昭和22年,この地にi
土砂崩れがあり，県林務課員が＃

災害復旧調査に入ったときであ；

った°そのときダムは長年放置：
間

されていたためか荒れ放題で，；

堤底の洗掘も激しく，ダム保全；
爵

のためにすぐ下流に「谷止工一j

No24-｣を築設(昭和36年)し；
たほどであった。 ；

このダムは巨石を切り割りし，＃：

それを積み重ねて造ってある。§

明治15年ごろ,オランダから来：
認

日したデ・レーケが築いたと推；

定されている｡当時の教科書r土：
占う

木工要録」（内務省土木局編明；

灘 蕊溺
夕｣理由として,「これを造れば；
自然池を遣るのと同じで,やがI
て回りの荒れ山を潤沢にし樹木；
を繁茂させ雨あり涼あり田圃を；

＃

謹
らにわが国伝統的技術の優れた：
ところも活用していたなどの技；

購鞭渠灘爵｜
なのである。（なお,<｢New-:

culture』の具体例を訪ねる>筒；
井遮夫,グﾘーﾝｴージ,'991i
年1月号を参照）

（筒井遮夫)｛
-妙一、．躯．‐…《藍、--－零.…＝ざ､一一参劇.苧.--創衛馳錨幾垂徳一‘爵

…錘・ニゴゴ提令胸砥・蝿Iqp豈亨先一弾 P…，’ﾛｰｰ……げ了．‐’4，塁一一4命寺自垂･巧

先進地域ではパルプ,ボード類(合

板，削片板，繊維板等）の消費量

が増加傾向にある。

一方，開発途上地域での｜人当

たりの用材消費量は0.lOnfと先

進地域の約｜／8程度である｡国別

の国内総生産(GDP)と用材消費量

には正の相関関係が認められるこ

ともあり(図参照)，今後，特に開

発途上国での木材消費量が増加す

ることが予想される。

FAOの予測では，平成6年

(1994)から平成22年(2010)に

かけての世界の木材消費量は増加

し，その年平均増加率は薪炭材に

ついては｜｜％，用材については

|､2％と見込まれている｡特に用材

の中で,紙および紙類は2．5％,木

質パネルは2．0％と高い伸びが予

想され，地域的には中国を中心と

したアジアの用材の消費量および

輸入量が増加するとしている。
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▼榛名巨石ダム（島尾勝氏撮影）
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一ン〈東北森林管理局

嘉副薙ろた寺院建築
一一一

；懸職茜鶏(仙台市青葉区基本に,後世に残せる日本の伝統鎮式を行い,,年遅れの本年,0月

#大倉)では,本年'0月完成を目指的建築様式の建物とするため,用に完成を予定しており,完成すれ

;驍蓬篝遷憩轆麓欝諾蕊,『ご鷲艀鶏堂鰹惣篭篝
＄いる。霊験あらたかな，同寺定義山中の気候にも似ている土地柄と大となる。床面積109坪，高さ|9

；阿弥陀如来像には,東北はもちろ同じ｣として,昭和50年に庫裡造尺2寸・内陣,外陣には|尺7寸
＃ん,関東関西からも季節を問わず作材,昭和56年に五重塔建立用材の丸柱,外陣回廊には|尺|寸8
：年間百数十万人の参詣者が訪れて（総青森ヒバ1,200石),平成2年分の丸柱が建つ。使用する材は内
；いるため，本堂が狭く危険な状態に茶室材などとして同寺で使用実陣のケヤキ約'00石(約28㎡)以

1になり,建て替えることになった。績のある青森ﾋバ材が選定された。外はすべて青森ﾋバで約2,698石
ザ新堂は，現本堂をイメージした工事は，平成5年1月に仮設工（約750m')となっている。
!｢定義の中心となる本堂｣の建立を事を開始し,同年,0月,3日に地同寺本堂建築材として用いる市
曾‘瀞…侭￥‐､-．，.‘〃,需蒄…婁読….－，南…¥……鞠…ざ,...一………………制蕊"¥…嫁…….諺.…………‘-.掴鍾"‘’…‐".，－．-‐唾_…‘画‘…_一語……露率瞬
f I｜；
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薑も鯨撫鶏謙患1
幹曲線を利用し,岐阜県今須択伐；

旧

鉢の立木材穂麦形数表細り菱iが作成されている。

一

第5章愛媛県久万の岡氏択伐

林の施業と林分構造および成長；

では，皆伐林から択伐林への誘導

の途中にある岡氏所有林について

解説されている。今須択伐林など

従来の択伐林の主目的が，ほぼ大

径材生産であるのに対し，岡氏の

択伐林経営は，明確に無節柱材生

産と優良大径材生産の両方をねら

っており，皆伐林から択伐林へ導

く場合の一方向を提示している。

皆伐林から択伐林へ転換する場合，

大いに参考になるであろう。

択伐林について皆伐林と比較し

毒霊=丁輝ゴ『

§壺蛋流露

梶原幹弘編著

I#
択伐林の構造と成長

発行所：森林計画学会出版局

〒113-0032東京都文京区弥生1-1-1東京大学

農学生命科学研究科内

1998年10月28日発行B5判,162頁

定価（本体3,500円十税）
盈
謁
型
ｒ
託
寺
包
り
口
出
典
苧
屯
斤
詑
異
申
，
‐
｝
国
訓；本書は，スギ，ヒノキ択伐林の

；生産構造と成長について，わが国
；で初めて解明された，独創的で画

鳶期的な書である。その内容は，次

;のように5章から成り立っている。
：第I章樹冠の大きさ・形態と
§空間占有状態：では，シュピーゲ
；ル・レラスコープによる樹冠の測

：定法,樹冠と幹の空間占有状態を
：総合的に解析,表現するために開
；発した林分構造図を説明し，択伐
；林と皆伐林の差異を比較している。

;塗篭縫鱒琴鯛驚
：伐林の樹冠の空間占有状態をモデ
歴

ル化し，これから誘導した今須択

伐林の直径分布モデルを示してい

る。この直径分布モデルは,現実林

分の直径分布を理想的な林分に近

づけるための基準となるもので，

その運用法についても具体的に解

説している。

第3章幹材積成長量と幹材の

形質：では，樹冠と幹の成長との

関係を踏まえて，択伐林の林分材

積成長量と幹材の完満度，年輪幅

などの形質を説明し，択伐林と皆

伐林との差異について解説してい

る。

第4章今須択伐林の立木材積
一一画一一向‐_,‐

択伐林の構適と成災

礎瞳骨＆凸月

訴 凸 F ▼

nuB■●回■■凶

’
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建築中の新本堂

場調達が量産 しい 長さ 7'" 9 m 60 

cm，径級 44"'68cmの大径特殊長

材 56本については，平成 5年 2月

に仙台営林署を経由して営林局に

直接販売要請があり，平成 6年か

ら7年にかけて大畑 ・増川両営林

署の生産材 132m'を随意契約で販

売している。

本工事は，様楽山西方寺第 21世

大江田博導住職が施主となり ，施

工は昭和 61年に落慶した総青森

ヒパ造 りの同寺五霊塔を手掛けた

仙台市の阿部建設附(青葉区中江，

大槻秀樹社長)。棟梁は，現代の名

工と呼ばれる加藤吉男氏。

・定義如来西方寺新本堂使用材料

:化粧材(青森 ヒパ)1，490.397石

(414.330 m')，野物材(青森ヒパ)

1，173.123石 (326.1 28 m')，内陣

材(ケヤキ)99.826石 (27.752

m')，建具材(青森ヒパ)34.832石

(9.683 m')，合計 2，798.178石

(777.893 m')。
(世f森介局販売課)

ながら，実証的，かつ系統的に解

説~れた本絡は ， 研究者， 技術者

にとって教えられるところが大変

多く ，ぜひ， 座右に置かれる こと

をお薦めするものである。

なお，本容の購入は，公費 ・私

費を区別して，梶原幹弘氏に直接

申し込んでください。

申込先:〒616-8311京都市右京

区嵯峨野段町15-36 梶原幹弘

TEL & FAX 

(元 ・岐阜県林業センタ 一場長/

里子々 国三郎)

点令、o
:.~;;去:::;!

A詩宗総務F
可治弘治ザ

ー，-、p

森林情報という用語はあまりなじみがないかも

しれませんが，その名前のとおり森林にかかわる

さまさeまな情報の総称として使われています。具

体的には森林簿と森林計画図を基盤としているの

ですが，最近では林業関連の情報だけではなく，森

林 ・環境に関した情報も含むことが多いようです。

さて，森林簿はすべての都道府県で電子化8れ

ていますし，森林 GISの導入も盛んに進められて

います。 また，情報の維持管理にかける労力は膨

大でしょう 。けれども，そのような森林情報は有

効に使われているのでし ょうか。例えば，森林-湾は

森林計画樹立と関連する集計に使われて，その後

は「大切に」保管されている場合も多いようです。

ある森林組合では，県庁から下りてきた森林簿

のプリントアウ卜に赤ぺ

ンで更新データを書き入

れて県斤に返していまし

たが，その森林組合は独

自にパソコンで森林簿を

管理していました。その

一方で，森林 GISを導入

した県では地理データも

含めた情報がそろってい

るのですが，豊富な情報を持て余しているような

印象を受けます。

森林簿にかかわらず， 森林情報はさまざまな

人々がさまぎまな用途に活用できる有益な情報で

す。行政カ、森林計画のために使用した情報は.現

場で来週の間伐箇所を探すためにも利用できるか

もしれませんし.環境アセスメ ン 卜にも利用でき

るでしょう 3 プライパシ一保護に配慮、 しながらも，

もっとオーブンに森林情報を活用できないかと感

じます。

森林法改正に伴い森林施業にかかわる市町村の

役割が強化注れます。この機会に， 森林情報を都

道府県と市町村，事業体がとも に維持管理し，と

もに活用する ことのできるような仕組みができれ

ば最高だと恩うのですが。

(Diver) 
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月4

･掌催騨侭溌墨辮溌徒喜内寄等一一区.､分｜‐行裏_－壷 期間 ー 鍵
_｡

㈹岡士緑化111推機柵(東京都千代田区平河町2=7-5砂防会館内蔵03-3262

-8451)/I瑚土緑化遮動の一環として全国育樹活勤コンクールを実施／参
加の条件：①育樹にIMIする新技術を開発したものならびに隣皿的技術で
あってもそれを地域に導入,実践して効果を上げたもの,②地域の育樹活
勤の普及･向上に著しい実縦を上げたもの（ただし学校を除く)／第23回

全国育樹祭式典会場にて表彰。

棚国士緑化推進機樅（上記同)／国土緑化巡勤の一環として柚樹，森林・
樹木の保漉･保育の助長と一般国民の緑化思想の満場を図るため緑化に関

するポスターの原画を募集／募集資格：小・中・高等学校の児寵・生徒。

卿日本鳥類保護連盟（〒160-0022東京都新宿区新宿2-5-5新宿土地建物

第11ピル5階壷03-3225-3590)・環境庁／愛鳥週間用ポスターの原画を

広く全図の小・中・高等学校の児童・生徒から募集。

棚国土緑化推進機構(上記同)／キャンペーン特別番組の全国FM36局を
ネットワークにしたラジオ放送・森林の写真パネル展等街頭イベンI､開

仙／｢緑の募金」運動をはじめ全国植樹祭や全国育樹祭に代我される国土

緑化運肋に対する支援キャンペーンとして緑化推進プロモーションを行
う／キャンペーン期間：3/15～7/31．
林野庁(千代田区霞ヶ関1-2-1a03-3502-8111内線6245)･棚国土緑化推

進機柵･側旧本線化センター･東京緑化推進委員会/u比谷公団小音楽堂

前賦場，にれのき広場等／｢みどりの週間」中に実施される各孤緑化行事

の締めくくりとして｢みどりの日｣を記念するとともに,仙全な稀少年の育
成や地球洲暖化防止にも資する緑化運動の挑進を腰lることをロ的とする。

棚アジア協会アジア友の会(大阪市西区江戸堀1-2-16大一ビル4階aO6

-6444-0587)／ロ本全国（沖縄→大阪←北海道）約6千キロをl区間5人

以上で｢国際水とみどりの日」のロゴ入りの旗でリレー／地球環境保全通
勤の一環として｢地球の水と緑を大切にする運動」キャンペーンを全国規

模（ウォーカソン）で行う。

騨漿

"jfll隼度全鬮育樹活勤|4塩5締切コンクール

平成12年度用国土緑化運

動・育樹運動ポスター原画

募巣

平成12年度愛鳥週間用ポ
スタ一脈画募集

4.1~

10月末日締

切

4.1～

11月末日締
切
4．11
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区分I 主催団篤蕊簔場/行事内容等一一一一一行 事名 期間

腱林水産祭参加全国林業経
営惟奨行事

㈹大'三1本山林会(港区赤坂1-9-13三会堂ピル7階念03-3587-2551)･㈱全

図林業改良普及協会（同上冠03-3583-8461)／林業経営の近代化・合理

化,技術の改沸を通じてその安定的向上と産業的発鵬を腿Iり，優良林業経
欝者の表彰を行う／参加資格：林業を主業（主業的林業縫禰）とする個

人，法人および協菜体。

脚城ﾘi4(II1Ifilli背莱区本町3-8-1"022-211-2707)・白荷市（宮城県r噸
市大手IIII1-laO224-22-1321)･白石商工会議所(I割石市字本鍛冶小脇13
公0224-26-2191)／白石市文化体育活動センター（キューブ)／全国のこ

けしを広く紹介宣伝し，こけし美の鑑賞とその認識をさらに深める。
棚日本建築材料協会（大阪市西区京町堀1-8-3a06-6!M3-0345)･日本工
業新|＃l社（大阪市北区梅田2-4-9"06-6343-3222～4)/インテツクス大

阪'1号館（住之江区南港北1-5-102)/ヒューマンタッチな建築材料の腱
示の場および悩報提供を行う。

側日本鳥類保懇連盟（東京都新宿区新宿2-5-5新宿土地建物第11ビル5
階念03-3225-3590)･環境庁･香川県庁･香川県満濃池森林公園（第39回

全国植樹祭会場跡地)／毎年5/10～16(愛鳥週間＝バード・ウイーク）は
全図の人々に愛鳥の心を養ってもらうために作られた週間である｡野生生
物保溌思想の普及･啓蒙，保護のための環境管理，生態鯛迩，研究活動な
どに顕普な功縦のあった個人または団体に対し各賞を授与する。

㈱剛士緑化推進機織（上記同）・静岡県／「新天城ドーム」（旧方郡天城湯
ケ蝿ⅢT上船原)／全国からの参加者による記念植樹など国民の森林に対す

る愛悩を塒うとともに，森林責源の確保，国上保全，鰍境保全に寄与す
る。

東京 5.1～7．31 Ｌ
“
課
内
【
企
０
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宮城 "411劇全日本こけしコン
クール

5．3～5

大阪 鋪15回’99総合建築材

料・設備展

5．11～14

陣

香川 第53回愛鳥週間｢全国野鳥

保謹のつどい」

5．16

弓

静岡 第50回全周植樹祭 5．30

一口＝､・・缶･亜ﾖﾏﾛｰ'弓．｡…‘坐△.~一‐一・函一．~毎－－．－ ‐‐凋一ご~･寮~~~~…‘…~上宝~~一.三宝＝.』 … 竺 , - ， ‐ ▲ ･ - - . _ ･ 産 一 一 一 一 一 f 咽 ､ ｡ ヰ．』.蛭
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蕊
学民

霧砿繊議蕊募5葛
社団法人風蒸撚業蕊諭総会織篝銭圭養成講蕊慧繕義讓成澗年震

溌鑑!…霧 ￥》番邸

農林水産事務次官依命通達により発足した林業技士制度についての,平成10年度養成講習が細日本

林業技術協会（理事長｡三澤毅）により実施され，このほど開催した林業技士認定委員会（委員長・

須藤徹男氏）による審議の結果，諦習修了者の合格決定と林業技士登録資格認定が次のとおり行わ
れた。

なお，本資格認定者には林野庁長官の定める林業技士名簿に登録することによって，「林業技士｣の
称号が付与される。

林業技士の登録者は，専門的林業技術者としての業務に従事することができ，今後さらに，その重
要性が増してくるものと考えられる。

◇合格者氏名（都道府県別，受講番号順）109名◇

iL;#鴬…譲蕊 畷~侭…f宝
称業経営部問，壌騎繕

…

日E悪週片山秀美袴田幹男西川晃司林卓雄長谷川孝平清水勝利葛西喜郎中尾義雄
中上正明佐々木斎佐藤岑生高谷剛高玉光彦更科功高橋辰二渡辺真一山岡晃一上

野一之盾森凰木村良雄三森明後藤秀喜厩渡辺善麿山崎弘吉田学
盾藏瑠林紀夫厭百貝佐藤忠博原田春男吉岡努匝諺團金森繁三郎馬嶌圓
水野武雄赤塚信一小林昌樹蒔馬扇茂木久陦宝凰保久丈太郎 巻 上

百成博辰野扇関谷結城夫召田祐治滝澤肇芳川太郎情罪羽松昭次同1閲
下力正木伸之 原罰司日下部博茂躍東住雄圓璽副新宮誠

鴎f苧弓子垂茜

皇囑箪織鍵灘鍵騨鍵驚藩欝蕊鱗
蕊 蕊騒騒鍵溌:1蕊:：

田定夫柿崎良美工藤智幸

泉尚史E悪頁成松善和
田昭夫永山正之金子和弘

野光 雄 斉 藤 政 弘 花 房 典 昭

I硬草園野村信二一川毅彦
灰阪祠児波昌則震頁團
厩同團西内雅彦秋森一

彦朧禾凰倉本岳浩那須秋紘

義詠評価部識繍蕊懲窪・高“”：， 謝職霧 :蕊懲溌鍵鍵鍵蕊鍵鰄瀧鍵蕊鱗鍵麓灘蕊

厭百團石岡保猪股市郎題薬師寺充
屋礪頂望月昇司同圓水_上正敏

医享園吉田忠志匡藏扇阿部友宏
厩川辺武谷内修清水伸也

一

紫治｜憂褒凛｜堀井一男屑森圓葛西徹也厭菌園佐藤淳三
犀禾凰境目重人境目鉄男松本英一

以上

◎連絡先〒102-0085東京都千代田区六番町7社団法人日本林業技術協会林業技士養成事務局壷03-3261-6638
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術協議第蝋掴鍾蕊総鍵関襟燕事②お知蕩遜繍質本称業業技

総会ならびに関係行事を次のとおり開催いたしますので，ご出席くださいますようご案内申し

_上げます。なお，総会のご案内は4月上旬に発送いたしますが，出欠のご回答・委任状（支部分
会の場合は出席背名簿および委任状）は5月10日までに到着するようご協力お願いいたします。

行 事
今
云 場月 時間日

5月25H(火） 第45回林業技術コンテスト
コンテスト参加者との座談会

9:00～16:35

17:00~
日林協5階会議室

日林協第54回通常総会
第45回林業技術賞受賞者の表彰
第45回林業技術コンテスト受賞者の表彰
第10回学生林業技術研究論文コンテス|、

受賞者の表彰
第3回日林協学術研究奨励金対象者の発表
永年勤続職員の表彰

識事
F1林協支部幹事会
支部幹事等との懇談会

5月26日（水） 13:30～15:3()

虎ノ門パストラル準
(東京腱林年金会館）
東京都港区

虎ノ門4－4－1
公（)3-3432-7261

16:00～17:00

17:30～19:00

＊〔交通：東京駅一地下鉄丸ノ内線霞ヶ関駅乗り換え円比谷線-'神谷町駅~ド車徒歩5分〕

一
…
》

*林野庁朧修『人工林林分密度管理図(復刊)』刊行準備中／･･…･昭l153～62年に作成された樹種別・

地域別の人工林林分密度管理図（全22図）の復刊版。

I5月刊行。函入り･全22図(A3サイズ･カラー折図)･解説書付。ｾｯﾄ販売（本体lllli格2000｢'1+税)]

*先に募集いたしました第3回『日林協学術研究奨励金』は，18件に上る多数の応募をいただきまし

た。助成対象者の選考結果については5月号に発表の予定です。

|i :，頁｜協ll会|:"||の|…訓うI鴬ご鰯き繍繍殿I 会。
◎調査部関係業務

◎林業技士資格認定委員会
3/5，平成10年度林業技士資格

認定委員会（委員長･須藤徹男氏）
および同専門部会を本会において
開催。養成講習合格者]､09名，資
格要件認定者48名,合計157名に
ついて認定を行った（県別合格者
名は，本誌P､45のとおり)。なお，
平成11年度の募集案内は5月'p
旬,申し込み締切りは7月末日(資
格審査については9/20)の予定。
◎海外出張（派遣）
3/6～31,宮部課長代理,小路口主

任研究員,ドミニカ共和国ジャマイ
カ国プロジェクト形成調蚕，同国。
3/8～22，三澤理事長，加藤主

事，日中林業視察交流，中国。
3/9～14,渡辺理事,望月技術開

発部次長，熱滞林管理情報システ
ム整備事業，ブータン。
3/24～31渡辺理事,大平馴纒代理，

3/27～31111Igl技師,熱帯林符理情
報システム盤備輔業，ミャンマー。
3/28～31,望月次長，和Iﾛ課長，

鈴木課長代理，熱帯林管理情報シ
ステム盤備事業，ベトナム。
◎研修受入れ

3/4～26,ベナン腱村|淵発省森林
天然資源局M1･.ToniOdjout-
ch()uniEmmanuelほか1名，森
林管理計画。
◎調査研究部関係業務
3/10,於本会,森林精報の入力・

処理システムの高度化に|弘Iする調

査森林機能評価部会委員会。3/1,於スクワール麹11IJ,大規模
3/11,於本会，ライチョウ希少林業圏開発林道球境保全調査第3

野生動植物種保護管理対策調査委回検討委員会。
員会 。◎番町クラブ例会
3/12,於本会，木炭等の畜産的3/25,於本会，環境ジャーナリ

利用方法に関する開発実証調査第スト岡島成行氏を講師として「森
2回検討委 員会。林・環境問題と市民運動」と題す
3/16,於本会，住民参加によるる講減および質疑を行った。

地域での生物多様性保全手法調査◎計報
第2回委員会。元本会主任研究員・山口勝保氏
◎熱帯林管理情報センター関係業務には3月10fl,逝去された(享年
3/19,於本会，「熱帯林災害復旧75歳)。

技術確立調査」第2回委員会。◎人事異動（3月31日付け）
3/23,於本会,「熱帯林管理情報定年退職主任研究員島田亮也

システム整備事業」第4回委員会。（4月1日付け）
◎技術開発部関係業務命調査研究部課長関根亨
3/5，於本会，「育成複層林等森採用航測部西原和也

林資源予測基礎調査」第3回委員同調査第一部志賀亮介

3月号訂正:-p.21,高知森林管理局冨今四国森林管理局

林業技術第685号平成1l年4jj10R発行

編集発行人三澤毅印刷所株式会社太平社

発行所社団法人日本林業技術協会。

〒102-0085東京都千代田|X六番町7TELO3(3261)5281(代）
振替00130-8-60448･iWFAXO3(3261)5393(f@

【URL]http:"www.jade.dti.ne.jp/gjafta
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FAXO3(3268)5261
図書お申込害 小社の「出版案内」を

無料でお届けしており

ます。必要な方はご一

報ください。

ご注文をいただき次第、
必要書類とともに発送
いたします。

インターネット・ホームベージ

http://www.wood.co.jp/ringyo/
マンガ

画/橋本陽子林業白書Ⅳ

よみがえれノ
カーリーンの森
森林の大切さや自然との共生のあ
り方をコミカルに描い

部た好評書！450円

日本林業調査会編

諸外国の森林･林業
一持続的な森林管理に向けた世界の取り組み一
世界の森林政雛を、最新の現地調査とデータをもとに分析、
21世紀への指針を提示1

A5判400頁3,000円

藤森隆郎・石井信夫・由井正敏ほか編著

立
口6

日本林業調査会編

森林ボランティア

の風簗協展-ク
全国の市民活動の現状を最新の取材
とともに紹介した初め

部ての1冊11,500円

森林における

野生生物の保護管理
野生生物の生態と森林のかかわり、適切な施業方法を具体的に
示した待望の書I

B5判300頁3,500円
立
口M

日本林業調査会編 渓畔林研究会編

国有林野事業の抜本的改革 水辺林の保全と

再生に向けて一開かれた「国民の森林」をめざして一
群議経過や改煎関連法、管理経営基本計画の解説など、戦後
最大の改革の全貌が1冊に1

A5判400頁3,500円

豊かな生態系の保全に向けて、

国国有林の水辺管理指
針を初邦訳。2,500円

北
木
立
ロ

立
口I I

日本林業調査会編 国際林業協力研究会編

持続可能な

森林経営に向けて
環境保全と森林経営の両立をめざ

鰻職蕊溌閏部

森林･林業データブック 1999年度版

豊富なデータをコンパクトにまとめたデータプック。好評増
刷の1998年版を全面的にリニューアルした、便利なポケット
サイズの最新改訂版！

B6変形判130頁1,200円

日本林業調査会編

立
口M

編集協力/林野庁

森林・林業・
木材辞典

地球温暖化と森林･木材
森林・木材と地球温暖化のかかわりをQ&A方式でわかりや
すく解説。これからの森林づくり・木材利用を考えるうえで
必携の1冊1

A5判270頁3,000円

I幅広く活用できるロングセラー1
3,00()語余を解説。英訳

部付き。7刷2,500円
立
口‘

おところ□□□一口口nn おなまえ

おでんわ

淵
森と木と人のつながりを考える〒162東京都新宿区

-0845市ケ谷本村町3-26

TELO3(3269)3911

FAXO3(3268)5261㈱日本林業調査会



’
〒107-0052東京都港区赤坂4-3-5/振替00120-9-195298

"03-3585-0087(f@/FAXO3-3589-2902’蕊遡嫌社瀧京:〃

｜森林･林業・山村問題研究入門一’究業。 題●

船越昭治/編著
A5判/368頁/本体価格2,800円(税別)/〒340

今H,森林や山村への要請は実に多い。こうした現実に対応して,1I堺のそして[1本の
森林政策やlll村対策は環境重視へと大きくシフトする一方，市町村森林終備計画制度の
充実やボランタリーな支援の方法など，21世紀に向けて持続可能な森林経営を実施すべ
く，その政策対象と手法は今II大きく転換しつつある。当然，森林の経済学的位置づけ
や理論的整理においても大犠換がみられるわけだが，森林への要請が多面的であるが故
にこれまでは体系的著作を得られずにきた。本番は，新たな森林政策学及び21世紀の林
業経済学・山村諭のいわば知的フレームを示したものであり，関係者の待望の書である。

；
’
1’

一
斗
Ｊ

ｊ
ｊ
ｊ
囮

昌
圃
Ｊ
ｊ
２

強
◇
塵
巳

森覇頼I量学一!’！ ﾘ量学補南洋材 林現代林学講義9新訂増

東京農業大学教授西尾邦彦/著
A5判/136頁/本体2,800円(税別)/〒310

腱学博士須藤彰司/著
A5判/556頁/本体4,500円(税別)/〒380 １

１|ﾎ材の安定供給の確保に関する特別措置法の解説21世紀を展望した森林･林業の長期ビジョン
一持続可能な森林経営の推進一 木材安定供給法制度研究会/編

A5判/362頁/本体4,200円(税別)/〒340A5判/440R(霧螺蒲騨棚円(税別)/〒340
１
１
１ １

１
、

|‐治山・砂臆工法特諭1|‐応用山地水文学’
-Appliedslopelandhydrology=
ル〔京大学名祷教授山口伊佐夫/箸

A5判/240頁/本体2,913円(税別)/〒310

静岡大学農学部教授陶山正憲/著
A5判/250頁/本体3,200円(税別)/〒310

牢

野生動物との共存 実用新案吾録済

ブキ チサヘ ユ ■■■■■

シカ“カモシカ“ウサギ・ネズミ

食害完全防止
経済効果バツクン！ スギ。ヒノキ、

広葉樹等植栽木

の成長を箒異的

に促進

、

★‐ド刈り軽減

★根曲がり防止

★撫枝払い不要

★植栽本数の減少

★小I!l'iの植栽可能

★無節の尤王

★誤伐防止

専用の支柱及び淵祉|ﾙ1発の固定用タイ

ラップを使用しますと簡単にヘキサチ

コ.－プを設識できますL ソ

可

"MMMM壹溌
撤粟部jfW

〒613.00鯛柵I#網灘IWII!撫洲鯛婦ｱﾐﾘーピﾙ”
営巣部糾挫f
〒598.()<)22大版府泉佐野市I:凡l912

TELO724-68-0776FAXO72‘1-67-17割
ミニ温室効果による成長促進

写真は植雑後3fl桐のスギ（チコ.－ブの長さ1.4m)
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β

測る
あらゆる図形の座標・面積・線長（周囲長）・辺長を

圧倒的なコストパフォーマンスで簡単に同時測定できる外部出力付の

測
定
ツ
ー
ル
の
新
し
い
幕
開
け
ス
ー
パ
ー
ブ
ラ
ニ
ク
ス
に
β
（
ベ
ー
タ
）
登
場
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’ 検査済み±0.1%の高精度
写真はスーパーブラニクスβの標準タイプ

スーパーブラニクスβは､工場出荷li#に倣格な検査を施して

いますので､わずらわしい誤差修正などの作業なしでご購入

されたときからすぐ±0.1％の高緒度でご使用になれます。

使いやすさとコストを
’ ’

1

コンビュタフレンドリィなオプションツール
追及して新発売！

16桁小型プリンタ、RS232Cインターフェイスケーブル、

ワイヤレスモデム､キーボードインターフェイス､各種専用

プログラムなどの充実したスーパープラニクスαのオプショ

ンツール群がそのまま外部出力のために|蛾'できます。

プー．（一フー βクス（ー ﾀ）スーノ

や外部出力付今
標準タイプ…･･

プリンタタイフ

￥160000

￥192．000 ’ ’測定操作が楽な直線補間機能とオートクローズ機能

〆 、
豊富な機能をもつスーパープラニクス

の最高||除スーパープラニクスα(ｱﾙﾌｧ）

スーパープラニクスαは、座標、辺長、線長、
面積、半径、図心、三斜（底辺、高さ、面積）、

角度（2辺長、狭角）の豊富な測定機能や、コ

ンピュータの端末デジタイザを実現する外部出
力を備えた図形測定のスーパーディバイスです。
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オオタカの営巣地における

森林施業-生息環境の管理と間伐等における対応一
■A4判･152頁･カラー図版■定価（本体4000円十税）

●人工林や二次林に営巣することの多い猛禽類の特徴等をまとめ、どなたでも種を絞り込
めるように識別点を解説／

●より多くの野生生物の生息環境を生み出すような人工林の管理について解説／
●英・米でのオオタカ生息地管理法を紹介しながら、わが国における林分管理方法を検討／
●間伐を中心に、実際に施業を実施する際に注意すべきことをマニュアル化／

第1章人工林・二次林に生息する猛禽類の一般的生態オオタカ／ハイ
タカ／ツミ／ハチクマ／サシバ／ノスリ／比較となる種〈執筆者〉

第2章人工林等の管理について林分管理･林分配置の基本的な考え百塚森吉〈毒林過合研究函物質生産団究室長）
方／オオタカ生息地における林分管理・林分配置 遠藤孝一（日本野鳥の会栃木県支部副支部長。

オオタカ保護基金事務局長）

第3章薔喋鯖驍露娠謹,蕊霧蕊繍里謡正烏護潟蕊瀧繍職鐵授。
環境の整備 前・森林総合研究所東北支所保護部長）

参考資料検索チャート／飛翔時の注目点／レツドリストとレッドデータ
ブツクのカテゴリー定義／参考文献

開発援助に携わる人々の必読書｡授業教材としても高い評価｡関係国でも多くの翻訳一待望の日本語版登場ノ

マイケル｡M･チェルネア編/"開発援助と人類学”勉強会訳

卿に;蕊響醗1
厘

開発援助は効率的に行われてきたか？地域〔社会学･人類学の知識と開発プロジェクト〕（第1章）
の人々 が真に求める援助とは？－編者〔実施プロジェクトのさまざまな局面とその検討〕
は世界銀行の政策ブレーンとして活躍。開灌潔プロジェクト／入植および住民移転プロジエクト／畜産プロジェクト／漁業プロジェクト／林業プ
発援助のあり方に社会学･人類学の立場かロジェクト／農村道路プロジェクト(第2～11章）
ら 迫った信頼篤い指針の書。〔プロジェクトの 評価．受益者の参加．社会データの収

集〕（第12～14章）

国内各地を訪ね歩いた女性フオレスターの眼で、海外から訪れる人たちのために書かれた日本の森林・林業ガイド。

THEFDRESTSUaJAPAN"J具弟琶貝員禧磯“「萸詞詞 省･林木技術センター主任研究員。農学博士

B5変型80頁定価(本体1000円十税）

著者は東京農工大学農学部客員研究員として来日。自身の経験からr日本の森林・林業

海外への紹介資料、について､そこがどんな森林であり、どのような林業が行われているのか」を知る英文
備え付け図書として最適。情報の入手の難しさを痛感｡本書は､海外からの視察者や留学生のために、同大学木平

教授をはじめ著者が訪れた各地の方々の協力を得てまとめられました。
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森林の地理情報システム(GIS)はここま篭来ている／各界に大きな反響ノ好評発売中ノ

森 :篭騒騒寵
まで本林 事業部業技術協&会
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.03-3261-3044
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	表1

	表2

	1999年4月号目次

	論壇_ブナの森から

	樹種特集_ヒノキアスナロ(ヒバ)_アスナロ（ヒバ，アテ)の分布・形態・生態

	樹種特集_ヒノキアスナロ(ヒバ)_ヒバ施業実験林の歩んできた道

	樹種特集_ヒノキアスナロ(ヒバ)_能登のアテ林業-施業の歴史とこれから-

	樹種特集_ヒノキアスナロ(ヒバ)_能登ヒバ（アテ）を主体とした県産材の活用推進に向けて

	樹種特集_ヒノキアスナロ(ヒバ)_青森ヒバ油の不思議-特質と利用-
 
	樹種特集_ヒノキアスナロ(ヒバ)_あすはヒノキに？-ヒバの名前の由来-

	緑のキーワード_世界遺産／新刊図書紹介

	特別寄稿_アゾレス諸島における19世紀以降のスギ林分の経緯（上）

	最新・細心・海外勤務処方箋3_プロジェクトの概念・手法：その1_Communityforestry

	「北の森◇北の風」通信_1

	田中和博の5時からセミナー4_モデルフォレスト／統計にみる日本の林業_世界の木材消費の動向／林政拾遺抄_榛名巨石ダム

	グリーングリーンネット／本の紹介_択伐林の構造と成長／こだま_森林情報の行方

	林業関係行事一覧

	平成10年度林業技士養成講習合格者

	協会からのお知らせ

	奥付対向

	表3対向
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